
御津町埋蔵文化財発掘調査報告　3
餞穐J

原　　遺　　跡

圃場整備事業に伴う
発　掘　調　　査

1988年3月

岡山県御津町教育委員会

余



芯
′

・R

酬
4
漱

些

咄
朝
踪
榊
原
垣
瑠
晦



御津町宇垣の原遺跡は県下周知の遺跡である。

この遺跡は、御津町をほぼ北から南へ貫流する旭川の西岸、町の中心的平地であ

る宇垣地区原にあり、氾濫原の微高地、自然堤防上に立地している。その発見は昭

和26年3月当時の岡山県立金川高等学校教諭であった故人江坂進氏が瓦土採取現場

で眼をとめた土器片がその最初の発見であった。

それ以来現岡山理科大学鎌木義呂教授等研究者によって調査研究が進められた結

果、員塚をともなわない内陸部の縄文時代晩期の遺跡として注目されてきたのであ

る。

今回、県営圃場整備事業（河内地区）の実施に当り、この遺跡の歴史的・文化的

重要性に鑑みその損傷を最少限に留めるべく岡山地方振興局・岡山県教育庁文化課・

御津町農業土木課等関係諸機関と協議を重ね、全体として盛土工法によることとし、

用水路、排水溝等止むを得ない部分について、「トレンチ調査」・「表層部分調査」

を実施して記録保存をすることとした。

そして、昭和60年4月から3カ年間、岡山県古代吉備文化財センター職員二宮治

夫主事の派遣により発掘調査を進めた結果、当初の予想以上の石器・土器類・住居

址・建物跡等貴重な発見が相っぎ、御津町の古代史解明の上に誠に重要な資料を与

えられているのである。

出土品の保護と活用については、本年度中に整理・保存し一般に紹介いたす予定

である。

ここに、この報告書を発刊するに当たり、その意義と成果の一端を述べ関係各位

のご協力に対し深く感謝申し上げます。

どうぞ，この報告書が古代史解明の一助となり、併せて文化財保護と活用の資と

もなりますよう念願いたします。

昭和63年3月

御津町教育委員会

教育長　　宮　　本　　久　　雄
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1．本書は、県営圃場整備事業に伴い、御津町教育委員会が昭和60・61年度国庫補助

はら

を受けて実施した「原遺跡」の発掘調査概要報告書である。

2．遺跡は御津郡御津町大字宇垣に所在する。

3．発掘調査は御津町教育委員会職員二宮治夫が担当し、昭和60年4月～昭和61年5

月31日、昭和61年10月31日～昭和62年3月31日まで実施した。

4．発掘調査においては、岡山県教育委員会、御津町役場農業土木課、地権者等より

援助を受けた。特に発掘作業に従事していただいた地区の方々には大変おせわに

なりました。記して感謝の意を表します。

5．遺物の整理は宇垣コミュニティーセンターで二宮が行った。尚、遺物、実測図、

写真等は御津町教育委員会において保管している。

6．本書の作成にあたっては、岡山県古代吉備文化財センター職員　正岡睦夫氏の協

力を得た。

7．本書に使用したレベル高は海抜高であり、方位は第1～3図が真北、他は磁北で

ある。

8．本書第2図に用いた地形図は建設省国土地理院発行の50，000分の1地形図（金川）

を複製したものである。

9．図版中の遺物番号は本文中の遺物番号と同一である。
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第12図　D12区5号住居地平・断面図（1／60）

第13図　D12区5号住居址出土遺物

第14図　D12区6号住居址平・断面図（1／60）
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第16図　D12区8号住居址平・断面図（1／80）
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第28図　D19区3号住居地平・断面図（1）（1／80）

第29図　D19区3号住居址断面図（2）（1／80）
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第38図　D19区3～9号住居吐出土遺物

第39図　D19区住居地出土遺物

第40図　D19区7号住居址平・断面図（1／60）

第41図　D19区8号住居址平・断面図（1／60）

第42図　D19区袋状土壌平・断面図（1／30）

第43図　D19区土墳墓平・断面図（1／40）



第44図　D19区土壌－2平・断面図（1／30）

第45図　D19区土壌－1・2出土遺物（1）

第46図　D19区土壌－1・2出土遺物（2）

第47図　D19区他住居址・包含層出土遺物

第48図　D21区1号住居地平・断面図（1／60）

第49図　D21区土壌－1平・断面図（1／30）

第50図　D21区1号住居址内土壌－2平・断面図（1／30）

第51図　D21区住居址内土壌出土遺物（1）

第52図　D21区住居址内土壌出土遺物（2）

第53図　D21区住居址内土壌出土遺物（3）

第54図　D22区1号住居址平・断面図（1／80）

第55図　D22区2号住居祉平・断面図（1／60）

第56図　D22区3号住居址平・断面図（1／40）
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第72図　D13区P－3・清一1出土遺物

第73図　D13区溝・土壌・包含層出土遺物

第74図　D28区水田址平・断面図（1／60）

第75図　D28区水田層出土遺物



第76図　D28区土器溜り出土遺物
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第82図　D20区2号住居址平・断面図（1／60）

第83図　D20区3号住居址平・断面図（1／80）

第84図　D20区3号住居址（上）平・断面図（1／80）
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第89図　D20区声号住居址出土遺物（4）

第90図　D20区3号住居址出土遺物（5）

第91図　D20区3号住居吐出土遺物（6）

第92図　D20区3号住居址出土遺物（7）

第93図　D20区3号住居址出土遺物（8）

第94図　D20区3号住居址出土遺物（9）

第95図　D20区3号住居吐出土遺物仕0）
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第98図　D20区3号住居地出土遺物個

第99図　D20区3号住居祉付近柱穴他出土遺物

第100図　D20区4号住居址平・断面図（1／60）

第101図　D20区建物－1平・断面図（1／80）

第102図　D20区建物－2平・断面図（1／80）

第103図　D20区井戸－1平・断面図（1／30）

第104図　D20区井戸－2平・断面図（1／60）

第105図　D20区井戸－3平・断面図（1／30）

第106図　D20区井戸－4平・断面図（1／30）

第107図　D20区井戸－5平・断面図（1／40）



第108図　D20区井戸－1・2・4・5出土遺物

第109図　D20区土壌－1平・断面図（1／40）

第110図　D20区袋状土壌平・断面図（1／30）

第111図　D20区土墳墓－1平・断面図（1／20）

第112図　D20区土壌他出土遺物

第113図　D20・21区出土遺物

第114図　D20区西側南北平・断面図（1／100）

第115図　D20区清一1平・断面図（1／60）

第116図　D20区清一4・5平・断面図（1／60）

第117図　D20区清一6平・断面図（1／60）

第118図　D20区清一8・9平・断面図（1／60）

第119図　D20区清一10平・断面図（1／60）

第120図　D20区溝出土遺物

第121図　D20区東端南北北側平・断面図（1／60）

第122図　D20区東端南北凹部・土器溜り出土遺物

第123図　D26区・同拡張区全体図（1／200）

第124図　D26区拡張区住居址平・断面図（1／100）

第125図　D26区土壌－1平・断面図（1／60）

第126図　D26区拡張区土壌－2平・断面図（1／40）

第127図　D26区土壌出土遺物

第128図　D26区拡張区内土壌・包含層出土遺物

付図　原遺跡D13区・D20区・D22区・D23区・D28区遺構全体図

図　　　版目

図版11．調査前（北東丘陵上から）

2．第2期工事区域（北西から）

図版21．D12区遺構検出状況（東から）

2．D12区遺構検出状況（北から）

図版31．D12区1号住居址完掘状況（東から）

2．D12区2号住居址完掘状況（南から）

図版41．D12区2号住居址北壁土層断面（南から）

2．D12区3，4，5土器溜り完掘状況（北から）
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図版5　1．D12区5号住居址内遺物出土状況・南北土層断面（西から）

2．D12区土器溜り全景（北西から）

図版6　1．D12区下層遺構検出状況（北から）

2．D12区6号住居地炭化物検出状況（南東から）

図版7　1．D12区6号住居址完掘状況（南東から）

2．D12区7号住居址検出状況（北東から）

図版8　1．D12区7号住居址検出状況（北東から）

2．D12区住居址かまど検出状況（南東から）

図版9　1．D12区井戸（下）8号住居址（上）完掘状況（北から）

2．D12区8号住居址完掘状況（西から）

図版101．D12区井戸検出状況（北から）

2．D12区井戸南北土層断面（西から）

図版111．D12区井戸完掘状況（西から）

2．D12区建物全景（北から）

図版121．D12区下層遺構完掘全景（北から）

2．D19区（一次）遺構検出状況（東から）

図版131．D19区（一次）1・2号住居址完掘状況（東から）

2．D19区（一次）2号住居址床面出土遺物近影

図版141．D19区（一次）3号住居址床面遺構検出状況（南から）

2．D19区3号住居址完掘状況（南から）

図版151．D19区（一次）3号住居祉完掘状況（南から）

2．D19区（一次）完掘状況（東西部分）（東から）

図版161．D19区4号住居地検出状況（西から）

2．D19区4号住居址床面遺構検出状況（西から）

図版171．D19区4・5号住居址完掘状況（北から）

2．D19区下段東西完掘状況（西から）

図版181．D19区袋状貯蔵穴半掘断面（西から）

2．D19区袋状貯蔵穴完掘状況（南から）

図版191．D19区（下一次，上二次）二次遺構検出状況（南から）

2．D19区（二次）8号住居址検出状況（南から）

図版201．D19区8号住居祉完掘状況（南から）

2．D19区土壌－1・2遺物出土状況（東から）



図版211．D19区土壌－2遺物出土状況（東から）

2．D19区土壌－2完掘状況（東から）

図版221．D19区1・2号住居牡等完掘状況（南から）

2．D19区2号住居址完掘状況（南から）

図版231．D19区3・5号住居址検出状況（東から）

2．D19区3・5号住居址掘り下げ状況（東から）

図版241．D19区東西（上段）完掘状況全景（東から）

2．D19区東西（上段）3号住居址完掘状況（南から）

図版25　1．D19区6号住居址完掘状況（南西から）

2．D19区土墳墓完掘状況（南南西から）

図版261．D19区2号住居址柱穴内石器出土状況

2．D19区2号住居祉床面石器出土状況

3．D19区3号住居址南北土層断面（西から）

4．D19区3号住居地壁体溝内遺物出土状況

5．D19区3号住居祉中央土壌半掘状況（南から）

6．D19区3号住居址埋土中管玉出土状況

7．D19区3号住居址床面ガラス玉出土状況（1）

8．D19区3号住居祉床面ガラス玉出土状況（2）

図版27　1．D13区全景（西から）

2．D13区清一1検出状況（東から）

図版281．D13区清一1完掘・清一2土壌検出状況（東から）

2．D13区清一1内遺物出土状況（南から）

図版291．D13区清一1内遺物出土状況

2．D13区清一1東西南壁土層断面（北西から）

図版30　1．D13区溝・土壌完掘状況（東から）

2．D13区完掘状況（一次）遺構検出状況（二次）（東から）

図版311．D13区完掘状況（一次・二次）（東から）

2．D28区土器溜り（東から）

図版32　1．D28区完掘状況（南側）（南から）

2．D28区水田部分（北から）

図版331．D28区水田畦畔・水口部分検出状況（南東から）

2．D28区北壁土層断面（畦畔）（南から）



図版34　1．28区土層断面（1）

2．D28区土層断面（2）畦畔検出状況

3．D28区土層断面（3）

4．D28区土層断面（4）（南南西から）

5．D28区土層断面（5）（南南西から）

6．D28区土層断面（6）（南西から）

図版35　1．D25区溝状遺構検出状況（西から）

2．D25区溝状遺構完掘状況（南東から）

図版36　1．D25区北壁土層断面（南から）

2．D25区北壁畦畔部分（南から）

図版37　1．D25区北壁土層断面（南から）

2．D25区北壁土層断面（南東から）

図版38　1．D25区凹部完掘状況（南から）

2．D25区斜面遺物出土状況（南から）

図版39　1．D21区住居址・土壌検出状況（東から）

2．D21区土壌－1遺物検出状況（南から）

図版40　1．D21区土壌－2完掘状況（南から）

2．D21区住居址・土壌完掘状況（南東から）

図版411．調査前（D19区から北東側を望む）

2．調査前（D19区から北々東側を望む）

図版42　1．D22区住居祉・土壌検出状況（西から）

2．D22区1号住居址掘り下げ中（西から）

図版43　1．D22区1号住居址完掘状況（西から）

2．D22区2号住居址完掘状況（南から）

図版44　1．D22区3号住居址完掘・土壌－1半掘状況（南から）

2．D22区3号住居祉内遺物出土状況（北から）

図版45　1．D22区3号住居址完掘・土壌遺物出土状況（南から）

2．D22区土壌－1半掘断面（南東から）

図版46　1．D22区土壌内遺物出土状況（南東から）

2．D22区3号住居址より東側遺構検出状況（西から）

図版47　1．D22区4号住居祉床面遺構検出状況（北から）

2．D22区4号住居地西側部分（北から）



図版481．D22区4号住居址完掘状況（北から）

2．D22区4号住居址西側中央ピット半掘状況（東から）

図版491．D22区4号住居祉東側中央ピット半掘状況（東から）

2．D22区1号住居址より東側遺構完掘状況（東から）

図版501．D22区中央部分柱穴完掘状況（東から）

2．D22区5号住居址検出状況（北東から）

図版511．D22区土壌－59－（南から）

2．D22区土壌－54（北から）

図版521．D22・23区6号住居址土層断面（西から）

2．D22・23区6号住居地柱穴内通物出土状況

図版531．D22・23区6号住居祉完掘状況（北北西から）

2．D23区7号（下）8号（上）住居址完掘状況（北から）

図版541．D20区南北部分調査状況（南から）

2．D22区南北部分西壁土層断面（東から）

図版551．D20区南北部分西壁土層断面（東から）

2．D20区南北部分西壁土層断面（北東から）

図版561．D20区南北部分落ち込み部土層断面（東から）

2．D20区南北部分西壁土層断面（東から）

図版571．D20区1号住居址・溝検出状況（西から）

2．D20区1号住居祉1段掘り下げ状況（西から）

3．D20区1号住居祉床面下遺構掘り上げ状況（北から）

4．D20区1号住居址完掘状況（西から）

図版581．D20区2号住居址検出状況（南東から）

2．D20区2号住居址床面遺構検出状況（南東から）

図版591．D20区2号住居祉完掘状況（南東から）

2．D20区3号住居祉検出状況（南から）

図版601．D20区3号住居祉遺物出土状況（南から）

2．D20区3号住居祉検出状況（南から）

図版611．D20区3号住居址遺物出土状況（南から）

2．D20区3号住居祉南部土器出土状況（1）

3．D20区3号住居址南部土器出土状況（2）

4．D20区3号住居地南部土器出土状況（3）



5．D20区3号住居祉南部土器出土状況（4）

6．D20区3号住居址北西部土器出土状況

7．D20区3号住居祉南西部土器出土状況

8．D20区3号住居址床面石器出土状況

図版621．D20区3号住居址遺物取り上げ後全景（東から）

2．D20区3号住居地上部床面完掘状況（東から）

3．D20区3号住居址下部床面検出状況（疎から）

4．D20区3号住居址下部床面完掘状況（東から）

図版631．D20区4号住居址完掘状況（北から）

2．D20区井戸－1検出状況（西から）

図版641．D20区井戸－1遺物出土状況（北から）

2．D20区井戸－1完掘状況（北から）

図版651．D20区井戸－2（上）3（手前）検出状況（東から）

2．D2．0区井戸－2・3掘り上げ状況（東から）

3．D20区井戸－2土墳墓掘り上げ状況（東から）

4．D20区井戸－2完掘状況（北から）

5．D20区井戸－3完掘状況（東から）

6．D20区井戸－2・3土墳墓完掘状況（東から）

図版661．D20区井戸－4埋土掘り上げ状況（北西から）

2．D20区井戸－4内部近景（北西から）

3．D20区井戸－4底部石組み状況（北西から）

4．D20区井戸－4完掘状況（北西から）

図版671．D20区井戸－5一段掘り下げ状況（南から）

2．D20区井戸－5完掘状況（西から）

3．D20区井戸－5遺物出土状況

図版681．D20区1号住居址・溝検出状況（西から）

2．D20区清一9（下）・5（上）完掘状況（西から）

3．D20区清一8・9北壁土層断面（南東から）

4．D20区清一6完掘状況（東から）

図版691．D20区建物－1・2全景（西から）

2．D20区建物－1全景（西から）

3．D20区建物－2柱穴掘り上げ状況（北から）



4．D20区建物－2北側柱穴木片出土状況

図版701．D20区袋状土壌上層焼土検出状況（北から）

2．D20区袋状土壌完掘状況（北から）

3．D20区土壌－1遺物出土状況（東から）

4．D20区土壌－1完掘状況（東から）

5．D20区土壌墓石組み検出状況（南から）

6．D20区土墳墓－．1完掘状況（南から）

図版711．D20区東端南北部遺構検出状況（南から）

2．D20区東端南北部遺構検出状況（北から）

3．D20区東端南北部遺物出土状況

4．D20区東端南北部遺物出土状況

5．D20区南半分一部完掘状況（北から）

6．D20区南側凹部完掘状況（南から）

7．D20区北端溝検出状況（北から）

8．D20区北端溝完掘状況（北から）

図版721．D26区遺構検出状況（南から）

2．D26区北端部遺構検出状況（南から）

図版731．D26区土壌－1土層断面（南から）

2．D26区土墳－1・柱穴完掘状況（南から）

図版741．D26区拡張区遺構検出状況（南西から）

2．D26区拡張区完掘状況（南西から）

図版751．D26区拡張区内土壌－2遺物検出状況（南から）

2．D26区拡張区内土壌－2完掘状況（南から）

図版761．D20区1号住居址（左下）D26区拡張区内完掘状況（南東から）

2．D27区調査区全景（南東から）

図版771．D27区土層断面（南から）

2．D27区土層断面（南西から）

図版781．ポンプ場跡遺構検出状況（西から）

2．ポンプ場跡遺構完掘状況（西から）

3．同，畦畔部分凹状遺構完掘状況（東から）

4．同，凹状遺構内礫検出状況（1）（東から）

5．同，凹状遺構内礫検出状況（2）（東から）



6．同，凹状遺構内礫検出状況（3）（東から）

7．同，凹状遺構完掘状況（東から）

8．同，住居祉完掘状況（北から）

図版79　出土遺物（1）

図版80　出土遺物（2）

図版81出土遺物（3）

図版82　出土遺物（4）

図版83　出土遺物（5）

図版84　出土遺物（6）

図版85　出土遺物（7）

図版86　出土遺物（8）



第1章　地理的・歴史的環境

第1章　地理的・歴史的環境

みつ　　　　　　　　　　　　　　　　　あさひがわ

原遺跡の所在する御津郡御津町は、岡山県の中央部を商流する旭川のほぼ中流域に位置し、
あかさか　さんよう　　　　　　かもがわ　　　　　　　　たけベ

1市4町（東は赤坂町・山陽町，西は御津郡加茂川町、南は岡山市、北は建部町）に接し面積

は約114kdを有する。
かながわ

御津町の主要な集落は北から南に流れる旭川と、北西から南東に流れ、金川で旭川に合流す
うかい　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　しんじよう

る宇甘川、さらに北東から南西に流れ金川で旭川と合流する新庄川とによって形成された沖

積平野に立地している。

原遺跡は商流する旭川の右岸に形成された広大な沖積平野上に所在している。この沖積平野
とみたに　　　　　なる

上には富谷から西方の鳴集落に蛇行し、さらに、南へ向かい、東流している三谷川に合流する

低位部が認められている。原遺跡は低位部によって分断され，微高地上面には全体に遺構が認

められる。
いたいやま

御津町内で現在知られている最も古い遺物（縄文時代後期）を出土している遺跡は伊田井山
いたおき

遺跡、伊田沖遺跡である。晩期に
かせ　　　ののぐち

おいては、鹿瀬遺跡、野々口遺跡

岡

第1図　位置図（1／1′320′000）
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が知られている。鹿瀬遺跡は、町

の北端部で旭川が大きく蛇行した

西岸の段丘上に所在し、土器片が
l

出土している。原遺跡は、沖積地

上に位地し、昭和26年頃から瓦粘

土採掘時に土器、石器が出土して

注目され、昭和33年、鎌木義呂氏、

江坂進氏によって出土した土器に

関する共同研究が発表され、縄文

時代晩期の「原下層式」設定の契

機となった遺跡である。。野々口

遺跡は、原遺跡の南東約1．5kmの

旭川西岸に位置し、瓦粘土採掘中

に土器とともに椎の実、ドングリ、

および木の葉などが見っかってい



原　　遺

西

跡

津

第2図　原遺跡周辺遺跡分布図（1／50．000）

－2－
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る。以上3遺跡はいずれも旭川の西岸で弥生時代の集落址と複合して認められている。

弥生時代の遺跡としては、旭川流域に位置する前述の鹿瀬遺跡、原遺跡、野々口遺跡が縄文

時代から引き続き営まれているのに加え、町の北東部を流れる新庄川を見下す山麓に中期から
たくみ　　　　しんじようおのうえ

後期にかけての遺跡である岩井山遺跡、上伊田遺跡、宅美池遺跡、新庄尾上遺跡等が確認さ

れている。岩井山遺跡は、昭和50年に発掘調査が実施され、中期後半の竪穴住居祉が検出され

ている。こうした弥生時代の遺跡は、原遺跡、岩井山遺跡を除くと偶然に土器等が採集されて

いるものが多く、実態は明らかではないが、未発見の遺跡も含め、水系を見下す丘陵、山裾に

も弥生時代の人々が生活を営み始めたことをうかがうことができる。

古墳時代に入ると、各水系のを見下す丘陵上には多くの古墳が存在しており、その流域に広

がる平野を生産基盤として古墳時代の人々が生活していたことが知られる。

分布状況は、旭川水系約20基、宇多川水系約20基、新庄川水系で約50基が確認されている。
くそう　　　　　　　　くに　はら

このうち旭川流域の草生、宇垣、野々口、国ケ原の平野を基盤とする古墳は後期古墳が主体を
すげ

なしている。宇甘川流域では全長44mを測る前方後円墳の菅2号填、一辺約10mの方墳の菅1

号境や小円墳などの前半期の古墳から後期古墳が造営されている。中でも新庄川流域において

は、平野を見下る丘陵上に、前方後円墳（天神鼻1号填、八っ塚古墳）が近接して存在し、周

辺にも前半期の古墳が知られている。昭和50年に発掘調査が実施された岩井山古墳群には箱式

石棺、石蓋土壌を内部主体とする5世紀代の方墳であることが明らかとなっている。このよう
／

な古墳のあり方から古墳時代においては新庄川流域は年代的、数量的にも他の水系に比べて卓

越している地域であったと考えられる。

歴史時代に入ると、奈良～室町時代の原、岩井山遺跡がある他、五輪塔、宝筐印塔なども確

認されている。とりわけ鎌倉～戦国時代においては、河川および陸上の交通の要衝地にあたる

表1遺　跡　分　布　表

1．原遺跡

2～8．宇根山古墳群

9．金川古墳（調査済のみ）

10～13．みそのお古墳群

14．菅1号墳

15．菅2号墳（前方後円墳）

16．玉松城

17．いかとり古墳

18．平野古墳

19．宇条1号墳

20．宇条2号墳

21．鹿瀬遺跡

22．実盛山古墳

23．雲生宅跡

24．中泉2号墳

25．中泉3号墳

26～31．熊見古墳群

32．徳倉城

33．野々口遺跡

34．恋坂古墳

35．虫名古墳

36．国ケ原神社西古墳

37．番雲寺1号墳

38．番雲寺裏2号墳

－3－

39．熊谷城

40．西谷城

41～44．天神鼻古墳群（43は前方後円墳）

45．新庄原遺跡

46．八ツ塚古墳（前方後円墳）

47．岩井山古墳群

48．岩井遺跡

49．酒屋谷遺跡

50．伊田沖遺跡

51．殿谷城

52．しんのう塚古墳

53～56　殿谷古墳群



原　　遺　　跡

かながわ　　　　　　　　　　　　　とくら

こともあって、戦国期では岡山県下最大級の城郭構造をもつ金川城（玉松城）をはじめ、徳倉
こくら　　くまだに　　とのたに　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　かながわ

城、虎倉城、熊谷城、殿谷城など多くの山城が構築されていた。中でも金川城（玉松城）主松

田元成は落成まで備前国西半を支配する戦国大名として永く君臨していたところである。

このように、御津町は縄文時代後期から中世に至るまでの遺構・遺物が認められ、大きな歴

史の一役を担って来た地域であるといえる。
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第2章　調査の経緯

第2章　調査の経緯

調査に至る経緯

御津郡御津町大字宇垣に所在する原遺跡は、縄文時代晩期、弥生時代中期、同後期の遺跡で、

昭和33年に鎌木義昌、江坂進の両氏によって紹介された遺跡である。特に遺跡の下層から出土

した縄文時代晩期の土器は「原下層式」と呼ばれ、瀬戸内地方の縄文時代晩期中葉の標式土器

として著名なものである。

この宇垣地区一帯で県営圃場整備事業が計画されたのに伴い、岡山地方振興局長から文化財

保護法第57条3にもとづく協議文書が岡山県教育委員会に提出された。このため、昭和56年11

月に関係者による協議を行い、（1）工事着手前に確認調査を実施する。（2）調査の結果、重要な遺

構等が発見された場合は別途協議することとなった。この協議結果にもとづき、岡山県教育委

員会において、遺跡の保護・保存のための基礎資料を得るために、昭和57年度国庫補助を受け

て、昭和57年11月4日から昭和58年2月28日まで確認調査が実施された。

確認調査は圃場整備が計画されている地区を中心にトレンチによる調査が行われた。その結

果、遺構・遺物が検出される4つの微高地を確認した。遺跡全体の面積は約354，000I運におよ

ぶ広大なものであることが判明した。

岡山県教育委員会による原遺跡の確認調査結果をもとに、岡山地方振興局、岡山県教育委員

会、御津町、御津町教育委員会等で遺跡保存について協議が行われた。当初計画では遺跡の集

中する微高地部分を削平して低位部を埋めて広い水田区画を造成することになっていたが、協

議により、低位部に盛土を行い、削平する部分をなくすことにした。しかし、用・排水路につ

いては調整がっかず、やむをえず記録保存のための発掘調査を実施することになった。発掘調

査は御津町教育委員会が担当し、昭和60・61年度の国庫補助を受け、昭和60年4月～昭和61年

5月31日、昭和61年10月31日～昭和62年3月31日まで行った。報告書の作成は昭和62年度に実

施した。

調査体制

昭和60・61年度

教　育　長　宮　本　久　夫　　次　　　長　石　原．洋　昭

課長補佐　藤　原　　正　　係　　　長　金　光　明　男

社会教育主事　祐　森　秀　男　　社会教育主事（調査担当）　二　宮　治　夫
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原　　遺　　跡

第3図　原遺跡微高地範囲図（アミメ部分）
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第2章　調査の経緯

昭和62年度

教　育　長　宮　本　久　夫　　　教育委員会主幹　　　　　藤　原　　正

係　　　長　宇　野　尚　憲　　　社会教育主事（調査担当）　二　宮　治　夫

発掘作業員　西岡　定勝・西田　一正・舞原　一志・寺門　秀夫・寺門　和寿・

吉村　　弘・北山　謙吾・花房　義質・安宗　貞男・遠藤　笑野・高角　光恵・

田口　静子・藤原　絹恵・藤原貴奴江・吉村　芳子・北山　君恵・寺門　順子・

大森　文香・松尾千鶴子

整理作業員　海野ゆかり・江見　和子・信定ヤヨイ・春名　年枝

第4図　圃場整備前地形図（1／4′000）
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原　　遺　　跡

調査区の設定

原遺跡の範囲は第3図のように広大な面積となる。圃場整備前の地割は第4図のように地形

に影響されながら小区画の水田がひろがっていた。第5図は圃場整備後の水田区画であるが、

道路、水路、水田区画が大きく整然と整備されている。用水路や排水路については第3図に示

された遺跡の範囲内について発掘調査を実施した。調査区は第5図に示すように、DO区とい

う標示を行った。D24区とD27区については明確な遺構・遺物は検出されなかった。なお、ポ

ンプ場跡地の調査を実施した。

第5図　圃場整備後地形および調査区
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第3章　第1節　D12区の調査

第3葦　原遺跡の調査

第1節　D12区の調査

1．D12区の概要

県道の南側に位置し、原遺跡全体のなかでは南西部分にあたる。県道から南へ100mのとこ

ろで、東西方向の長さ100mの部分と東端部

から南へ80mが調査対象地域である。東側が

少し高くなっていて、西へ緩やかに傾斜する。

そのため、東端部の南北方向の調査区域を中

心に多数の遺構が検出された。調査前はすべ

て水田で、耕土下の浅いところで遺構・遺物

が検出される。

検出された主な遺構としては、弥生時代の

竪穴住居址2軒、古墳時代の竪穴住居址6軒、

中世の建物1棟，弥生時代後期の井戸1基が

ある。遺物としては、弥生時代中期から同後

期の土器、古墳時代の須恵器、土師器、中世

の土器、弥生時代の土器、時期不明の銅銀な

どがある。

2．D12区の遺構・遺物

1号住居址（第7・10図、図版3－1）

調査区の北西端部に位置する。平面形は方

形を呈し、西側の一部は後世の溝によって削

られている。北側の一部は調査区域外になっ

ていて全容を知ることはできないが、概要を

知ることは可能である。東側の壁の方向は北

からわずかに西へふれているが、ほぼ南北方

向を示している。西壁の南寄りの一部が調査

されているので、この部分で測ると東西4．62

－9－

第6図　D12区遺構配置図（1／400）



原　　遺　　跡

mである。中央部には南北に並ぶ2本の柱穴があり、南側の柱穴から南壁までは86皿を測るこ

とから、北側の柱穴から北壁までの距離が同じであるとすると、南北4．44mとなり、ほぼ正方

形を呈している。中央の柱穴2本の中心間の距離は2．2mである。この住居址の主柱穴は2本

である。北側の柱穴は直径43cm、深さ25cm、南側の柱穴は直径22cm、深さ26cmである。南側の

柱穴には柱痕跡が碓められ、直径14cmである。検出面から床面までの深さは20cmである。床面

はほぼ平坦である。床面の東端部、南東隅、南西隅に浅い土壌が認められる。埋土の上面に溝

が東西方向に走っている。

埋土中からは第10図1が出土している。時期は出土遺物から7世紀前半に比定される。

2号住居址（第8図、図版3－2・4－1）

調査区の北西隅に位置している。円形を呈する竪穴住居牡であるがほとんどは北側の調査区

外にあり、南側の一部を調査したにすぎない。調査した部分から直径を復元すると約4．5mで

ある。保存状況は良好で、検出面から床面までの深さは74cmを測る。

床面には壁に沿って、壁体溝があり、幅約8cm、深さ約4皿である。床面はほぼ平坦で、壁

0　　　　　　　　　　　　　　　　　2m
tttq－ttt－ttt－－－．．．－．．．．－．．．．－．．－．．－．－

1．暗茶淡褐色土　　3，暗茶色　　　　　　　　　　　5．暗茶色
若干の炭・白淡黄色土を含む　　　淡黄茶色

2．焼　土　　　　　4．黒褐色（若干焼土を含む）　　　6．黒茶褐色

第7図　D12区1号住居址平・断面図（1／60）
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第3章　第1節　D12区の調査

体溝から40cmの位置に1本の柱穴が検出された。柱穴の大きさは直径58cm、深さ60cmである．。

埋土中から第18図1のヤリガンナが出土してる。はかに、第10図4～11がある。4・5は賓、

6・7は鉢、9～11は高杯である。

住居址の時期は埋土中の遺物から百・後・Ⅳ（百聞川遺跡弥生時代後期第Ⅳ期の略、以下同

様＜注＞）に比定される。

㈱　岡山県教育委員会「百聞川原尾島遺跡I」『岡山県埋蔵文化財発掘調査報告』391980年で用いら

れた編年に準拠する。

3号住居址（第9・10図、図版4－2）

南北方向にのびる調査区の少し北寄りに位置している。平面形は方形を呈し、全容を知るこ

とができる。南側には東西方向に走る幅60cmの溝があり、住居址の床面より深く掘られている。

平面形を詳細にみると南側に少し変形がみられるが、北壁はほぼ東西方向を示している。南側

は後に一部拡幅されたようで、南西隅が少し南へ突出するようで少し変形している。規模は東

西4．4m、南北4．4～5．4mである。

l．黒茶褐色（Mn・Fe）
2．自流黄茶色（細砂）
3．茶褐色
4．暗茶色
5．黒茶淡褐色

）暗黄色・黒茶色

8．黒茶色・暗茶色（少）13．黒茶色・暗黄茶色
9．暗茶色・暗黄色　　　14．
10．炭・焼土　　　　　　15． ト　暗黄色・黒茶色

11，暗茶色・黄色　　　16．黄茶褐色
12．黄淡褐色・暗茶色　17．暗茶褐色・黄茶色

第8図　D12区2号住居址平・断面図（1／60）
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原　　遺　　跡

床面はほぼ平坦で、壁体溝は検出されていない。柱穴は床面で6本検出されているが南側の

柱穴は2本ずつ接近していることから建て替えに伴うものと患われる。柱穴の配置は南側の柱

穴が少し西方へずれていて菱形を呈する。柱間はPl～P2が1．6m、P2～P3が1．5m、P

3～P4が1．8m、Pl～P4が1．6mである。柱穴の大きさは直径30～40cm、深さ20～30cmで

！1．．．：．．．．！

1．黒茶色
（黄茶褐色土を含む）

2．暗茶褐色
3．黄茶色

暗茶色
〉　互層

4．黄暗茶色
5．黄暗茶褐色
6．暗赤褐色（焼土）

（暗茶色土を含む）

第9図　D12区3号住居址平・断面図（1／80）
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第3章　第1節　D12区の調査

一、　．、

∠∃蜃

10川l
L　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　l
tlltl1－　tltt－tttt－　l qttqtth tttttt－　qttttttト

1……………………1号住居址

4～11………………2号住居址

3号住居址

第10図　D12区1～3号住居址出土遺物

ある。北壁中央部には60×80cmの貼り土がみとめられる。

埋土中からは須恵器の杯蓋2・3が出土している。住居祉の時期は須恵器の特徴から7世紀

前半に比定される。

4号住居址（第11図、図版4－2）

D12区の南北にのびる調査地域のほぼ中央部に位置している。5号住居址および8号住居址

と重なっている。平面形は方形を呈していて、北壁はほぼ東西方向である。各コーナーは隅丸

になっている。南側では明瞭な掘り込みを確認できたが、北側はやや不明瞭である。

柱穴は4本あり、Plの柱穴が少し外側へずれているが、ほぼ方形である。柱間の距離は、

P2～P3が2．4m、P3～P4が1．7m、Pl～P4が2．7m、Pl～P2が1．85mである。柱
！

穴の大きさは直径約40cm、深さ20～50cmである。床面には中央部に2個と北西隅に1個、南側

で少し東へ寄ったところに1個の浅い土壌がある。

埋土中の出土遺物に良好なものはないが、形態等から古墳時代に比定される。
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原　　遺　　跡

5号住居址（第12・13図、図版5－1）

D12区の南北に続く調査区域のほぼ中央部分に位置し、4号住居址および8号住居址と重複

している。平面形は隅丸方形を呈し、北壁ははぼ東西方向である。大きさは南北4．7m、東西

′

／

／ノ／

A
－一一一一一一－一・一一　　　一・－一・一　一一一・・一・・－　一一　　一　一一　　　　　一一　　　　；

2m
．．．－tt．－thtt－ttt－ttt－tttt－ttt－tt－ttt－tht－

L：31．60m

第11図　D12区4号住居址平・断面図（1／60）
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第3章　第1節　D12区の調査

1．暗茶色
2．黒茶褐色
3．黒茶色

黄茶色

4・雷雲富｝互層
5．暗黄茶色
6．黒茶色

暗赤褐色（焼土）
7．黒茶色
8．暗茶色

9・暗茶（褐）色〉互層黄茶色

．・　　　　　　、・．．

10．8より若干茶色うすい
0

」ココ＝＝＝＝＝±コ＝＝＝コ＝＝＝」m

第12図　D12区5号住居址平・断面図（1／60）
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原　　遺　　跡

∈≡∃∈≡彗

10cnl
L．1．二　日」＿こ∃

■′．‾－

tt－－

第13図　D12区5号住居址出土遺物
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第3章　第1節　D12区の調査

第14図　D12区6号住居址平・断面図（1／60）

ー17－



原　　遺　　跡

1．暗茶灰褐色

2．黄茶褐色
暗茶色

3．灰茶色
暗茶褐色

4．暗茶褐色
暗灰色

5．1に炭化物を含む層

6．焼土・炭化物

7．焼土

8．暗茶褐色
灰色

9．黄暗茶色
（若干赤味をおびる）

10言炎黄茶色

第15図　D12区7号住居址平・断面図（1／60）

4．8m、深さ30cmである。

柱穴は4本あり、北側の2本が少し東へずれていて、少し菱形になる。柱間の距離はPl～

P2が2．4m、P2～P3が1．8m、P3～P4が2．6m、Pl～P4が1．9mである。柱穴の大

きさは直径約40cm、深さ30～40cmである。4本とも柱痕跡がみとめられる。これによると直径

約10cmの柱であることがわかる。
■．

床面から遺物が検出されている。北壁と北側の柱との間に土師器の賓、こしきがあり、西壁

に接して、須恵器の杯身、杯蓋がある。

時期は出土遺物から6世紀末～7世紀初に比定される。

6号住居址（第14図、図版6－2）

D12区の南北にのびる調査地域のほぼ中央部に位置し、5号住居址の南に接している。平面

形は方形を呈しているが、西側の半分が調査区域外にのびている。東側の壁は全体を確認して

いる。方位はN420Wを示している。大きさは南北6．45m、東西5．7m以上、深さ30cmである。

床面には3本の柱穴がL字形に検出されたことから未調査地区にさらに1本あって、4本柱と

推定される。柱間の距離は、Pl～P2が2．6m、P2～P3が2．9mである。柱穴の大きさは
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第3章　第1節　D12区の調査

＼

1．水田畦畔（黒灰茶褐色）
2．暗茶淡褐色
3．時茶褐色
4．黒茶色

暗茶色

暗茶色・暗灰色（互層）

暗茶淡赤褐色

暗茶淡褐色
暗黄茶色（少量）

9．茶淡褐色
10．黄茶淡褐色
11．黒茶色（焼土・炭）
12．淡黄茶色・茶褐色
13．暗黄茶褐色
14．黒茶色
15．暗茶褐色・焼土（赤茶色）含む
16．茶淡褐色・暗灰白色（互層）
17．暗茶褐色・暗黄茶色（少）（互層）

18．黒茶色・黄茶褐色（互層）
19．黒茶色・炭（互層）

20．時黄茶色
21．17と同じ

22．黄茶褐色
23．暗黄茶色

24．19と同じ

32　　　　25・18と同じ
26．淡黄茶色・茶褐色（互層）

P　　　27．黒茶色・暗黄茶色（少）
28．

29．26と同じ

30．27と同じ

31．暗黄色（粘）暗灰茶色・炭（互層）

32，（白）黄色（粘）暗灰茶色

第16図　D12区8号住居址平・断面図（1／80）
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戸至
．．　t

，√ぎLr、、予

ツ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　l
し

墜轍酢

第17図　D12区8号住居址他出土遺物
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第3章　第1節　D12区の調査
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第18図　D12区住居址内出土遺物

直径50～60cm、深さ40～60cmである。3本の柱穴とも柱痕跡が認められる。これによると、直

径約20cmの柱穴と推定される。床面には南壁に接して浅い土壌がある。幅1．3m，長さ3m以

上、深さ30cmである。

この住居址は火災にあっていて、床面の少し上に炭化材がみられる。炭化物は垂木と推定さ

れるもので放射状にひろがっている。

埋土中からは良好な出土遺物はないが、形態等から古墳時代に比定される。

7号住居址（第15図、図版7－2・8－1・2）

D12区の南北にのびる調査地域の南端付近に位置する。平面形は方形を呈し、かまどを付設

している。東側の壁の方向はN430Wを示している。北側の壁に接してかまどがあり、上部を

削平されているが、ほぼ全容のわかるものである。大きさは南北3．4m、東西3．6mである。

床面を詳細に調査したが、柱穴は検出されなかった。かまどはU字形に壁が残り、内面は火

を受けて赤変している。かまどの前には不整形の土壌が1基ある。大きさは径約60cm、深さ10

cmである。かまどの反対側で、南側の壁に近い位置にも浅い土壌がある。大きさは30×40cm、

深さ10cmのものである。

埋土中の遺物には須恵器壷蓋19が1点ある。時期は出土遺物から6世紀前半に比定される。

8号住居址（第16・17・18図、図版9－1・2）

D12区の南北にのびる調査区域の中央部に位置し、4号住居址および5号住居址の下層から
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原　　遺　　跡

検出された。東側の3分の1が調査区域外になっている。平面形は不整な円形を呈している。

壁に沿って、幅20cm、深さ約10cmの壁体溝がある。住居址の大きさは南北で7．2mである。調

査した床面からは9本の柱穴が検出された。2本が隣接しており、建て替えが行われたものと

判断される。当初の柱穴と推定されるものは5本あり、中央にある土壌との位置関係から推定

すると7本柱と推定される。柱穴の直径は40～60cm、深さ40～60cmである。

床面の中央部には1基の土壌がある。浅くて大きな不整円形土壌の中央部に円形の深い穴が

掘られている。外側の土壌は長径1．2m、中央部の土壌は長径42cm、深さ40cmである。内部に

は灰を含む土が入っている。中央土壌の南には2か所の火どころがあり、炉跡と判断される。

埋土中からは弥生土器20・21・23～35、分銅形土製品22、鉄鉱2・3がある。時期は出土遺

物から百・後・I（弥生時代後期前葉）に比定される。

井戸－1（第19・20図、図版10－1、2・11－1）

D12区の南北につづく調査区域の北寄りに位置し、3号住居址と一部重複している。東側の

ト互層

第19図　D12区井戸－1平・断面図（1／60）
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2．茶褐色（炭・灰）

3．黄褐色・淡黄色
4．暗茶褐色
5．黒茶色・焼土・灰炭

6．5と同じ
7．暗茶色・暗黄色

8．7と同じであるが

炭を含む

9・雷雷雲｝互層
10．黒茶色

（若干炭を含む）
11．暗茶褐色

（若干炭を含む）

ト互層

13．

14．

15．

16．

17．

18．

暗茶色・暗黄色

暗茶褐色
黄褐色（少）

〉互層

茶褐色・暗黄茶色

暗黄茶褐色
（砂を若干含む）

暗黄茶褐色
暗黄茶色（砂）

9．淡青灰白色（粘）
20．灰白色（粘）

黄茶色（砂）
21．2と同じ

ト互層

〉互層

23．淡黄茶色

24．淡黄白色
暗茶色

25．12と同じ

26，暗黄茶色

27．黄茶褐色

［互層

28．黄暗茶褐色
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第20図　D12区井戸－1出土遺物
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原　　遺　　跡

第21図　D12区建物－1平・断面図（1／80）

一部が調査区域外へのびている。平面形は不整円形を呈し、南北3．32m、東西2．6m以上、深

さ1．4mを測る。底部は隅丸方形を呈していて、周囲に土留めをしたと思われる痕跡がみられ

る。底部の大きさは南北1．8m、東西2．04mである。底部から50cmくらいは旧状をとどめてい

ると推定されるが、これより上方は崩れている。埋土の状況をみるとレンズ状の堆積がみられ

ることから、一度に埋めたものではなく、徐々に埋没したものと推測される。

埋土中からは土器がまとまって出土している。土器には壷37～40、聾41～44、高杯47・48が

ある。時期は百・後・I（弥生時代後期前葉）に比定される。

建物－1（第21図、図版11－2）

D12区の南北につづく調査区域の北端部付近に位置する。南北方向に長く、桁行2間、梁間

1問の建物である。西側柱列の中央柱穴が24cm外側へずれている。建物の主軸方向はN80W

であ草。柱間の距離はPl～P2が2．22m、P2～P3が2・20m、P3～P6が2・46m、Pl

～P4が2．46m、P4～P5が1．94m、P5～P6が2．40mである。したがって、南北に長い

3．34×2．46mの建物である。柱穴は直径30～40皿、深さ30～35皿である。

－24－
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第22図　D12区土器溜り出土遺物
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第23図　D12区土器溜り・包含層・表採遺物

柱穴中から良好な出土遺物はないが、周辺の出土遺物等から中世に比定される。

土器溜り（第22図、図版4－2）

D12区の南北につづく調査区域の北寄りに位置する。3号住居址の南に位置し、4号住居祉

および5号住居址によって一部切られている。8号住居虻の上層にあたり、8号住居牡が埋設

した後のくぼみにできた土器溜りである。土器には頸の短かい壷52・53、細頸の壷49・50、器

台54・55・58、鉢57、蓋56がある。時期は百・後・Ⅱ（弥生時代後期中葉）に比定される。

その他の遺物（第23・24図）

遺構に伴わない遺物には弥生土器59・65、須恵器64、早島式土器、石器などがある。

ー26－
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原　　遺　　跡

第2節　D19区の調査

1．D19区の概要

県道の南50m付近に位

置し、東西方向約30mの

調査区域を中心に東端部

で南へ短かくのびる。弥

生時代から中世の遺構が

検出されるが、特に弥生

時代と古墳時代の竪穴住

居地が集中している。完

掘された3号住居地や8

号住居址はあるが、ほと

んどの住居牡は未調査区

域へひろがっていて、全

容を知ることはできない。

西寄りに重複して検出

された1号・2号住居祉

は弥生時代中期中葉に属

し、多量の石器を出土し

た。石器には石嫉、叩き

石、石包丁、石斧、石嫉、

石錐、石槍がある。特に

石錐が多い点に注目され

る。また、ガラス小玉、

管玉なども出土している。

住居址のはかに、土壌、

土墳墓、柱列なども検出　土壌－1

された。

－」

争墳－2　　⊆竺⊆竺二二二⊇…∃m

第25図　D19区上段全体図（1／200）
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第3章　第2節　D19区の調査

2．D19区の遺構・遺物

1号住居址（第26図、図版13－1、2）

D19区の西端部に位

置し、2号および8号

住居址と重複している。

西側の一部は調査区外

におよんでいる。上部

が削平されているため、

全容はわからないが、

壁体溝が円形に2本確

認できること、主要な

柱穴が2本ずっ確認さ

れることがあることな

どから建て替えが行わ

れたことが確認される。

ほぼ連続的に確認さ

れる壁体溝から復元す

ると、直径約7．8mを

測る。この外に40cmく

らいのところに一部壁

体溝が検出される。主

要な柱穴と推定される

柱穴が4本確認される

ことから、中央の土壌

を考慮して推定すると

7本柱と判断される。

柱穴の直径は50～60cm、

深さ60～70cmである。

柱間は、Pl～P2が

2．4m、P2～P3が1．

6m、P3～P4が1．7

mである。中央部には

＿芋芋二l‡＿‾

0　　　　　　　　　　　　　　　　　2m
l　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　l
l t t　　　　　　　　　．　　　　　　　　コ　　　　　　　　Jl t r t l l

第26図　D19区1号住居址平・断面図（1／80）
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原　　遺　　跡

不整楕円形の土壌がある。大きさは長径140皿、短径97cm、深さ64cmである。

床面から出土した遺物には分銅形土製品（101）がある。時期は出土遺物から百・中・Ⅱ

（弥生時代中期中葉）に比定される。

2号住居址（第27図、図版13－1、2・、22－1、2）

D19区の西端部近くに位置し、2号および9号住居牡と重複している。南側の一部は調査区

域外におよんでいる。平面形は円形を呈している。壁体溝は部分的に残存しているものをみる

と，3本確認されていることから2度の建て替えが行われたことがわかる。壁体溝の幅は10～15

cmで、深さは10cmくらいの浅いもので、南寄りではとぎれている。最終段階の大きさは直径7

mである。

柱穴は建て替えにともなうと思われる柱穴が多数あり、同時に存在した柱穴を推定するのは

難しいが、5～7本柱と推測される。柱穴の大きさは直径25～65cm、深さ28～66cmである。中

央の土壌は不整楕円形を呈し、長径98皿、短径68cm、深さ40cmである。中央の土壌の北東と南

西に接するようにして各1本の柱穴がある。柱穴の大きさは直径25～65cm、深さ28～66cmであ

る。

中央の土壌は不整楕円形を呈し、長径98cm、短径68cm、深さ40cmである。中央の土壌の北東

と東西に接するようにして、各1本の柱穴がある。柱穴の大きさはPlが直径42cm、深さ60cm、

P3が直径28cm、深さ60cmである。

床面から出土した遺物には、75～86の土器、1～6、45～52の石器、第47図2～5の玉類が

ある。78・79・82は縄文時代晩期の土器であるが、75～77・80・81・83・84は弥生時代中期の

土器である。76は弥生時代中期初めに属する。85・86は土器片転用の紡錘車未製品である。石

器には石鍬、石斧、石槍、石嫉、石錐がある。玉類にはガラス小玉、管玉がある。

時期は出土遺物から百・中・Ⅱ（弥生時代中期中葉）に比定される。

3号住居址（第28～30図、図版14－1、2・15－1）

D19区の東寄りに位置している。完掘しているので全容を知ることができる。平面形は円形

を呈し、壁体溝が3本認められることから2回建て替えが行われたことが判る。同心円状に壁

体溝があることから、順次拡大したものと考えられる。

当初のものは直径4．98mで、4本柱と推定される。柱穴はP13～P16と考えられ、北側の柱

間が少し広い。柱間はP13～P14が3m、P14～P15が2．06m、P15～P16が2．58m、P13～

P16が2．26mである。柱穴の大きさは直径46～60cm、深さ58～60cmである。

2回目のものは西半分の壁体溝が残っていないので、明瞭ではないが直径約6．8mと推定さ

れる。柱穴は6本柱と考えられ、Pl、P18、P5、P8、Pll、P12が推定される。最終段

階のものと重複している柱穴もある。柱間はPl～P18が2．4m、P18～P5が2．22m、P5
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～P8が3．26m、P8～Pllが2．6m、Pll～P12が2．2m、Pl～P12が2．94mである。壁

体溝の一部に杭穴と推定されるものが検出された。

最終段階のものは直径8．5mで、やや大型の竪穴住居址である。柱穴は8本と考えられ、Pl、

A L：32．50m　〟

第27図　D19区2号住居址平・断面図（1／80）
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0　　　　　　　　　　　　　　2m

［二‥・＝・1－　rJ L：33．00汀l

第28図　D19区3号住居址平・断面図（1）（1／80）
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＝－1㌧／－「＿二l⊥‾

」

1．淡灰白色
暗茶褐色

2．暗茶褐色
3．2よりややこいめ
4．時茶色

暗黄色
黒灰色

l少量

5．暗茶褐色
暗黄色（少量）

6．5に若干炭を含む
7．黒茶色

（焼土・炭化物を含む）
8．黒茶色
9．暗黄色・黒茶色

暗赤色（焼土）・灰
10．黄淡茶色
11．暗黄茶色

炭化物 〉互層

12．黒茶淡褐色
（わずかに炭化物を含む）

13．炭化物の層
14．黒茶色

暗赤色（少量）
15．11と同じ
16．暗黄色

黒茶色
ト互層

17．暗黄茶褐色
（黒茶色を含む）

18．時赤色（焼土）
黒色（炭）

19．暗黄茶褐色
20．暗茶色

暗黄色（少量）
21．黒茶淡褐色

（わずかに炭化物を含む）
22．暗茶淡黄色
23．暗茶淡褐色
24．黒茶色
25．暗茶淡褐色

（少量の炭を含む）

26．暗黄黒茶色
27．暗茶色

暗黄褐色（少量）
28．黒茶色

（若干の暗黄茶色を含む）　　（若干の炭を含む）　　　　　　炭・灰　′ユ眉

第29図　D19区3号住居址断面図（2）（1／80）

（若干の暗黄茶色を含む）　33．黒暗灰茶色

31・黒褐色　　　　　　34、36・淡黄茶色上互層LLl rT
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原　　遺　　跡

N

第30図　D19区3号住居址断面図（3）（1／80）

P2、P3、P5、P7、PlO、Pll、P12が推定される。それぞれの柱穴には掘り直した痕

跡があり、さらに建て替えが行われた可能性もある。柱間はPl～P2が2・1m、P2～P3

が2．2m、P3～P5が2．2m、P5～P7が2．8m、P7～PlOが2．4m、PlO～Pllが2・04m、

Pll～P12が2．44m、Pl～P12が2．9mである。P4とP6の柱穴も最終段階のものに伴っ

ていると推定されるが組み合せは明瞭でない。柱穴の規模は大きく、Pllは長径1・6mを測る

ものもある。深さは60～80皿である。壁体溝の南側半分に杭穴と推定されるものが多数検出さ

れた。

中央部の土壌はP17があてられる。長径94皿、短径62皿の不整楕円形を呈し、深さは44cmで

ある。埋土はレンズ状になっている。最終段階のものの床面では南端部に長方形の土壌が検出

された。東西112cm、南北62皿、深さ56cmのものである。

床面および埋土中からは87～94、97～106の弥生土器、95・96の土玉、第72図6～22、24～3

4のガラス小玉、23の管玉を出土した。

時期は出土遺物から百・後・Ⅱ（弥生時代後期中葉）に比定される。
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2m
l l

lt－ttt－ltttt－ltttt－1－lttt1．．－ttt－lttt－ttttRPtP

第31図　D19区4・5号住居址平・断面図（1／80）
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16．黒茶色

暗黄赤褐色
17．黒茶色

暗黄茶褐色

18．黒茶色
暗算茶淡褐色

19．暗黄色
（若干炭を含む）

20．黒茶色
く若干の炭・焼土を含む）

21．炭化物

1　22・・暗黄茶色
23．黒茶色

暗黄茶色
く少量の炭・焼士を含む）

24，暗茶色

（少土の黒茶色・炭を含む）
25．暗茶淡褐色（輩占質）

26．晴茶淡褐色（砂質）
27．黒茶淡褐色

28．時茶淡褐色

暗黄茶色（粘質）
29．白黄色（薯占）

晴黄淡茶色（粘）
暗茶色

黒茶色

（炭・焼土を少量含む）
30．暗黄茶褐色

31．黒茶色
暗黄茶淡褐色

32．1時黄淡茶色（粘質）



、ぜ
二題 （：言‾‾＼．

ヽ＼＿一一一一／

1．暗黄茶淡褐色

一2．暗赤褐色

第32図　D19区6号住居址平・断面図（1／60）

4号住居址（第31図、図版16－1、2・17－1）

D19区の東端部で南へのびるところに位置している。西側約半分は調査区域外へのびている。

5号住居址と重複している。平面形は隅丸方形を呈し、壁体溝が3本確認されることから、2

回の建て替えが行なわれたことが判る。建て替えごとに拡大したものと考えられる。

当初のものは南北6．7mで、東西は未調査部分があって明らかでない。2回目のものは外側

へ40cm広がっている。最終段階のものは少し丸みをもっている。南北約8．6mで、やや大型の

竪穴住居址である。

柱穴は2か所検出されているだけであるが、4本柱と推定される。2か所で検出された柱穴

には掘り直しがあり、明らかに2本を確認することができる。したがって、建て替えに際して

もほとんど同じ位置へ柱を建てたことがわかる。Pl～P2の距離は約3．8mである。柱穴の

深さは70～100cmにもなる。Plで柱痕跡と推定されるところがあり、これによると柱の直径

は約24cmである。

埋土中の遺物は5号住居址と重複しているため混っているが、110・112が伴うものと判断さ

れる。

時期は出土遺物から百・古・I（古墳時代前葉）に属する。
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第3章　第2節　D19区の調査

ハ　ー1　－′＝コ

75

J■‾　4■一

一ニ‡て一空　、

ノミ
I

、土．、‘、
こ．　′

J　　　ヽ　　　　　　l

ヽl

．れ　．

ィ主恩
さ　　　　　　　　　　　　　　　1

85

＝≒三三一一一一一l一一一一：：

軍二
82

ヽ、ヽ

、が　ヽ　　　　ノ、lA

75～86……2号101……1号　87～100……3号

第33図　D19区1・2・3号住居址出土遺物
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原　　遺　　跡
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第34図　D19区3・4号住居址他出土遺物
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第3章　第2節　D19区の調査

0　　　　　　　　　　　　　　°10cm

L．．．．；　－　．．．！

第35図　D19区2号住居址出土遺物
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第36図　D19区1・2号住居址出土遺物
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第3章　第2節　D19区の調査

45
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第37図　D19区2号住居址出土遺物
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原　　遺　　跡
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第38図　D19区3～9号住居址出土遺物
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第3章　第2節　D19区の調査
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第39図　D19区住居址出土遺物
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原　　遺　　跡

5号住居址（第31図、図版17－1）

D19区の東端部で、南へのびるところに位置している。4号住居址と重複しており、上部は

、、ほとんど削られている。大部分は西側の未調査地域となり、約3分の1を調査した。平面形は

円形を呈し、柱穴に重複するものがあり、建て替えが行われたことがわかる。

当初のものは壁体溝が明瞭でないためわからないが、最終段階のものは直径約7mと推定さ

れる。柱穴は2か所検出されているが、それぞれ2本以上の柱痕跡がみられる。P3とP4の

距離は約3mである。2本の柱穴の配置からすると5本柱になるものと考えられる。

埋土中の遺物は107・108・114が伴うものと判断される。時期は出土遺物から百・後・Ⅱ～

Ⅲ（弥生時代後期中葉～後葉）に比定される。

6号住居址（第32図、図版23－1、2）

D19区の東端部に位置し、東側の一部は調査区域外へのびている。平面形は方形を呈してい

る。東西方向に長くなるものと推定される。西側の壁はほぼ南北方向であるが、わずかに西へ

ふれている。住居址の大きさは南北3．92m、東西4m以上である。検出面から床面までの深さ

は浅く、10皿くらいである。炉跡は中央部の少し東寄りと推定されるところで検出された。柱

穴は検出することができなかった。比較的規模の小さな竪穴住居址である。埋土中からは第47

図35のガラス小玉が出土している。

時期は出土遺物から百・古・I（古墳時代前葉）に比定される。
ノ

7号住居址（第40図、図版25－1）

D19区の東西方向にのびる調査区域のほぼ中央部に位置している。わずかに南側の一部が調

査されただけで、大部分は調査区域外である。平面形は隅丸方形を呈している。南側の壁はほ

ぼ東西方向を示している。検出面から床面までの深さはわずかに10cmくらいと浅い。大きさは

東西4．2mで、南北はわか

らない。床面に2本の柱穴

がみられるが、この住居祉

に伴うと判断される柱穴は

調査区域にはない。埋土中

からは良好な出土遺物はな

いが、形態等から古墳時代

前期に属するものと推定さ

れる。

∵l

一一一一†予

2m
！．．．．；．1．」　」

第40図　D19区7号住居址平・断面図（1／60）
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第3章　第2節　D19区の調査

8号住居址（第41図、図版19－2・20－1）

D19区の西端部近くに位置し、1号住居祉および2号住居址と重複していて、明らかに2基

の住居址を切って造られている。調査区域内に全体が入っていて、全容を知ることができる。

平面形は隅丸方形であり、北側の壁が少し短かく、台形を呈している。南壁の方向はN620W

を示している。大きさは南北2．95m、東西は南側で2．7m、北側で2．0mを測る。

柱は4本柱で、台形を呈するように配置されている。柱間はPl～P2が1．65m、P2～P

3が1．25m、P3～P4が1．65m、Pl～P4が1．65rhである。柱穴の大きさは直径25～30cm、

深さ20～40cmである。中央部には土壌があり、不整円形を呈している。大きさは長径65皿、短

径55皿、深さ47cmである。埋土中から良好な遺物は出土していないが、形態等から古墳時代前

期に属するものと推定される。

1．暗茶褐色（炭を含む）
2．暗茶色
3．暗黄茶褐色
4．黒茶褐色・暗黄茶色（少）・炭（少）
5．黒灰茶色
6．暗黄茶色・若干の炭を含む

0

．■－．．■－．　　1　　．－．－■－－－■－■－■－

u－I

◎p
（◎p4　　P3

ICr

‥‥　　冥聖0㌢」

第41図　D19区8号住居址平・断面図（1／60）
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原　　遺　　跡

1．暗茶褐色（多）・暗黄茶色（少）
2．黒茶色暗黄茶褐色・炭
3．黒茶色暗黄茶褐色

4．暗茶褐色暗黄茶色
5．黒灰茶褐色

0

第42図　D19区袋状土壌平・断面図（1／30）

袋状土壌（第42図、図版18－1、2）

D19区の東端部に位置している。平面形は楕

円形を呈し、上面よりも底部が大きくなる土壌

で、いわゆる袋状土壌と呼ばれるものである。

長軸方向はN380Eを示している。検出面での

大きさは長径1．84m、短径1．30mである。床面

での大きさは長径2．08m、短径1．60mである。

深さは53cmである。床面はほぼ平坦であり、柱

穴などは認められない。

埋土中に良好な遺物がないため、時期を明確

にすることはできないが、周辺の遺構との関係

から弥生時代中期～後期に属するものと推定さ

れる。

11¶

L r　＿　ここ　ニ　…　＿　こ，▼！

1．黒茶暗褐色

（焼土・炭含有）

第43図　D19区土墳墓平・断面図（1／40）
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第3章　第2節　D19区の調査

1．黒茶暗褐色

（炭を含む）

第44図　D19区土壌－2平・断面図（1／30）

土墳墓（第43図、図版25－2）

D19区の中央部付近に位置し、2号住居址の東側にある。南側の一部は配水溝で削っている

が、ほぼ全容を知ることができる。平面形は楕円形を呈しており、長軸の方向なN160Eを示

し、ほぼ南北方向である。大きさは長径約1．5m、短径0．98mである。深さは32cmあり、埋土

中には数個の石が入っている。床面の中央部が少し深くなっているが、ほぼ平坦である。

埋土中に良好な遺物がなく、時期は明らかでない。

土壌－1（第45図、図版20－2）

D19区の西端部に位置し、北側は調査区域外へのびている。平面形は楕円形になるものと推

定される○大きさはわからないが、北壁部分では2mである。埋土中には多量の土器片を伴っ

ている。出土遺物には、聾116～123、高杯124がある。聾の口縁部はいずれもくの字状に外反

し、端部は少し肥厚するものと丸くなるものがある。内面は頚部直下までへラケヅリが施され

ている。高杯は短脚である。

時期は出土遺物から百・後・Ⅲ（弥生時代後期後葉）に属する。

土境－2（第44～46図、図版20－2）

D19区の西端部に位置し、1号住居址を切ってつくられている。土壌－1に近接している。

平面形は不整円形を呈している。大きさは長径1．42m、短径1．20m、深さ24cmである。長軸方

－47－



原　　遺　　跡

10clh
l　　　　　　　　　　　　　　　　　．　　　　　　　　　＿＿＿＿＿＿　　」
tt－tt－tt．P▼tP tt－ttt－　ttt－t－tt－tl．tttPhth ttt－

116～124……土壌－1

125～129……土壌－2

第45図　D19区土壌－1・2出土遺物（1）
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第3章　第2節　D19区の調査

第46図　D19区土壌－1・2出土遺物（2）

向は南北より少し東へふっている。

哩土中には多くの土器片がある。大型の破片もあり、復元可能なものを含んでいた。土器に

は台付直口壷125、聾130～137・140、鉢126・17・129・138・139、高杯128・141・142がある。

時期は出土遺物から百・後・Ⅲ～Ⅳ（弥生時代後期後菓～末）に属する。

その他の出土遺物

遺構に伴わない遺物もある。第34図115は飾られた高杯の口縁部で、弥生時代後期に属する

ものである。第47図1の勾玉は完形品である。時期は明確でない。
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第3章　第3節　D21区の調査

第3節　D21区の調査

竪穴住居址（第48図、図版39－1、40－2）

D21区は県道の南側に沿っている調査区で、竪穴住居址1軒と重複した土壌が検出された。

幅が狭いため、全容がわからないが、竪穴住居址は円形を呈していると判断される。大きさは

廿′′′／／／■

第48図　D21区1号住居址平・断面図（1／60）

0　　　　　　　　　　　50m

L一一　　‾　　－＿！

1．黒茶色
2．黒茶色

（炭・暗黄色を含む混層）

第49図　D21区土壌－1平・断面図
（1／30）

㌘ 「三●■

1．暗黄茶色（粘）

2．暗黄茶色（粘）

黒灰茶色（炭・灰）
3．2より暗黄茶色

（粘）が多い
4．3と同じで、

0　　　　　　　　　　1m　　　暗黄茶色の砂を含む

‘5．2より炭が多い

第50図　D21区1号住居址内土壌－2
平・断面図（1／30）
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第51図　D21区住居址内土壌出土遺物（1）
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第3章　第3節　D21区の調査

≒

0　　　　　　　　　19川
！．．．．　ニ　11．．1

第52図　D21区住居址内土壌出土遺物（2）
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原　　遺　　跡
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第53図　D21区住居址内土壌出土遺物（3）

直径約6．4mである。東側では幅20cmの壁体溝が確認される。検出面と床面とが近いため、前

後関係を把握するのは難しいが、床面で3か所の土壌が確認された。土壌－1（Pl）は石が

詰ったもので、後の時代のものと推定される。住居祉の中央部に位置する土壌－2（P2）は
l

住居に伴うものか明確にLがたい。平面形は円形を呈している。土壌の大きさは直径1．5m、

深さ0．68mである。底部は平坦になっており、直径1．2mである。西端部の土壌－3（P－3）

は楕円形の浅い土壌である。これについても住居址に伴うものが明確にLがたい。大きさは東

西1．06m、深さ0．22mである。

床面からの遺物が明確でないので、時期を決め難いが、土壌－2・3から出土した土器は多

く、これが住居地に伴うとすれば時期を決めることができる。土壌中から出土した遺物には弥

生土器があり、器種は壷・賓・高杯・鉢がある。出土した土器の時期は百・後・Ⅲ～Ⅳ（弥生

時代後期後葉～末）に属する。

土境－1（第49図、図版39－2、40－2）

竪穴住居址内の東寄りで検出された土壌である。平面形は隅丸方形を呈している。大きさは

92×92cm、深さ36mである。埋土中には角礫、円礫、土器片が入っているが、土壌の時期を明

確にすることはできない。

－54－



第3章　第4節　D22・D23区の調査

第4節　D22・D23区の調査

1．D22・D23区の概要

調査対象地域の南東部に位置し、県道から南へ100mのところである。県道に平行して、東

西約200mがD22区、D22区の東端部から南へのびる約40mがD23区である。細長い調査区の

ため全容はわからないが、D22の西寄りの70mとD23区に竪穴住居址や土壌が密集している。

D22区の東半分にも竪穴住居址や土壌はみられるが密集していない。

2．D22・D23区の遺構・遺物

1号住居址（第54図、図版42－2、43－1）

D22区の西端部に位置している。調査区の幅が2mしかないため、住居祉の全容はわからな

、j

0　　　　　　　　　　　　　　2m
［二一一一1．．．　こ　．　＿　．．1

1，黒茶色・ブロックで白淡黄茶色を含む
（2次的な埋土）

2．～4．白淡黄茶色砂層
5．黒茶色・自淡黄色のブロック（砂）
6．暗赤褐色（焼土を含む）
7．．暗灰黄茶褐色

8．暗灰黄色・暗茶色
9．暗茶褐色・暗灰色・焼土（小量）
10．暗灰黄褐色・暗茶褐色
11．暗黄灰色茶褐色
12．暗灰白黄色茶褐色
13．灰白色暗茶褐色

第54図　D22区1号住居址平・断面図（1／80）
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14．8と同じ
15．暗灰色茶褐色

（この層は粘質が強い）
16．暗黄灰色茶褐色
17．暗灰淡黄色茶褐色
18、黒灰茶色（粘質）



原　　遺　　跡

い。しかし、検出面から床面まで70cmあり、中央部に浅い土壌がみとめられることから竪穴住

居址の中央部付近と推定される。壁体溝がほぼ直線状を呈することから方形の竪穴住居牡で、

中央部の床面は周辺の床面より20cm低くなっていることからベッド状遺構をもっものである。

ベッド状遺構との間にも細い溝がある。柱穴は調査範囲の南寄りに2本ずつみられることから

建て替えが行われたことがわかる。大きさは東西方向で7．5mである。

埋土中から良好な遺物が出土していないことから、時期を明確にすることはできないが、平

面形などから古墳時代前期に属するものと推定される。

2号住居址（第55図、図版43－2）

1号住居址から約7m東へ寄ったところに位置している。調査の幅が狭いため、南側と北側

の一部は調査されていない。平面形は方形を呈し、壁体構がある。中央部には70×90皿、深さ

40皿の楕円形を呈する土壌がある。柱穴は調査区域の北端でわずかにみられるものを含めて、

3本確認されていることから4本柱と判断される。住居祉東壁ははぼ南北方向を示している。

大きさは東西3．35mと小型である。埋土中からは第63図247の小型鉢が出土した。時期は出土

L：32．00m

A　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　8

第55図　D22区2号住居址平・断面図（1／60）
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1．黒茶色
2．白淡黄茶色砂層
3．黒茶褐色
4．自流黄茶色砂層
5．黒茶色灰淡黄色
6．暗茶褐色（炭を含む）
7．暗茶褐色

（若干の白灰淡黄色を含む）
8．白淡黄灰色・暗茶褐色
9．白灰色暗茶褐色
10．暗茶褐色
11．灰白色暗茶褐色
12．自責黒茶色
13．炭灰
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第56図　D22区3号住居址平・断面図（1／40）
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原　　遺　　跡

ノ

遺物から百・古・I（古墳時代前葉）に比定される。

3号住居址（第56図、図版44－12、45－1）

D22区の西端から34m付近に位置する。南側の一部を調査したにすぎないが、壁体溝が1本

あり、柱穴の一部と推定される穴が2か所に一部かかっている。床面付近からは248～255の土

器が出土し、時期は百・後・Ⅲ（弥生時代後期後葉）に比定される。
＼

4号住居址（第57図、図版47－1、2・48－1、2）

D22区の西端から64mのところに位置している。平面形は円形を呈し、壁体溝が2本ある。

甘酢
S・…【・「－l一一‥－

F
－一一・一一－－・Ⅰ

L　32．00m

O∈ii車m

1．黒茶暗褐色（黒色炭化物を含む）
2．炭化物を多量に含む（黒茶暗褐色）
3．暗茶色
4．黒茶暗褐色暗黄茶色（若干含む）
5．2と同じ
6．1と同じ

7．暗黄淡茶色（灰炭を含む）

8．白黄色（灰・炭を含む）
9．黒灰色（少量）黒茶色
10．黄淡茶色
11．時黄茶色黒褐色
12．時黄茶色黒褐色
13．黒茶色（焼土・炭を含む）
14．黒茶色（焼土・炭を含む）暗黄色（少量）

15．黒褐色
16．暗茶褐色
17．黒茶色黄淡茶色（少量）
18．黒褐色
19．黒茶褐色
20．時赤褐色（焼土）
21．黒茶褐色

第57図　D22区4号住居址平・断面図（1／80）
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22．黒暗茶褐色

23．暗黄色暗茶褐色
24．黒茶褐色（炭を含む）
25．黒茶色暗黄茶褐色
26．黒褐色暗黄茶色（少量）
27．黒茶色黄淡茶色
28．黒茶褐色（若干の炭を含む）



第3章　第4節　D22・D23区の調査

復元すると直径9．84mになり、大型の竪穴住居址である。中心の東と西に直径80cmの不整円形

の土壌があり、いずれも付近に炭化物があり、炉に伴う土壌である。深さは東側のものが50cm、

西側のものが70cmである。両者の距離は約3mである。柱穴については一部を検出しているに

すぎない。中央部にある細い溝は間仕切りと呼ばれるものの可能性が考えられる。

埋土中の出土遺物は256～259である。時期は百・後・Ⅱ（弥生時代後期中葉）に属する。

5号住居地（第58図、図版50－2）

D22区の東端部に近いところに位置している。方形の竪穴住居址の北側の一部が調査された

だけで、南側の大部分は未調査区域である。大きさは東西方向で4．4mである。検出面から床

面までの深さは50皿と保存状態は良好である。良好な出土遺物はないが、平面形と付近の住居

地との関係から古墳時代初めに属するものと推定される。

6号住居址（第59図、図版52－1、2・53－1）

D22区の東端部から南へ続くD23区にまたがっている。西側の一部が調査されただけで、東

側の大部分は未調査であるため、全容を知ることはできない。平面形は円形で、復元すると直

径約8．6mと大型の住居址である。壁体溝は2本検出されており。建て替えが行われたことが

わかる。これに対応するように柱穴も2本ずつ接近している状況がみられる。柱穴は6～7本
J

柱であったと推定される。埋土中からは260～272の土器が出土していることから百・後・I

（弥生時代後期前葉）に比定される。

．∴．，‥‥‥

1．青灰色淡黄茶色

2．淡黄茶褐色
3．淡黄茶色黒茶褐色
4．淡灰茶色暗茶褐色

5．焼土（暗赤紫色）
6．灰白色淡黄茶色暗茶褐色
7．暗茶褐色（砂）

8．暗茶褐色（粘）
9．時茶褐色暗黄茶色（粘）
10．暗黄茶淡褐色

第58図　D22区5号住居址平・断面図（1／60）
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1．黒褐色暗茶色
2．黒茶暗褐色
3．黒茶色

4．暗茶黒褐色
5．黒茶色暗灰色黄淡茶色の互層
6．黒茶褐色淡青暗灰色（少量）

7．灰白色暗茶褐色（少）

9．茶褐色暗灰白色（少）

10．暗黄茶色

11．10と同じ

12．10と同じ

13．暗茶褐色（砂混じり）

14．黒茶色

15．黄色暗茶褐色

18．黄茶褐色暗茶色

19．暗黄茶褐色

20．暗灰色（粘）

21．暗黄色暗茶褐色

22．黒灰茶色

23．22と同じ

24．黒茶色暗黄白色

後世の掘り込み（砂）　　　　16．若干黒茶色を含む　　　25．焼土暗赤褐色黒褐色
8．黄淡茶褐色　　　　　　　　　17．黒茶褐色　　　　　　　26．茶褐色

第59図　D22・23区6号住居址平・断面図（1／80）
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二　＿

し32．00m

0　　　　　　　　　　　　　　　2m
！．．．‘．：．．．．」

第60図　D23区7号（右）・8号（左）住居址平・断面図（1／60）

7号住居址（第60図、図版53－2）

D23区の中央付近に位置している。平面形は方形を呈し、東側の一部が調査されただけで、

大部分は西側の未調査区域である。東壁はほぼ南北方向を示している。大きさは南北4．4mで

ある。埋土中から良好な遺物は出土していないが、平面形と付近の住居址との関係から古墳時

代初めに属するものと推定される。

8号住居址（第60図、図版53－2）

7号住居址の南に位置している。平面形は方形を呈し、西側の一部を調査しただけである。

西壁はほぼ南北方向である。大きさは南北4．8mである。埋土中から273・274が出土している

が、274は調査時の混入と考えられ、273は弥生時代後期のものであるが、平面形などから古墳

時代初めのものと推定される。

土壌－1（第61図、図版45－2・46－1）

3号住居地の東側に位置する。平面形は長楕円形を呈している。北西側の一部は調査区域外

－61－
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黒茶褐色

2．炭灰焼土（少量）
3．黒茶褐色暗黄淡茶色
4．暗黄淡茶色
5．暗茶色黄茶色灰淡茶色

（若干炭灰を含む）
6．炭灰
7．暗茶色黄淡茶色
8．暗茶褐色
9．暗茶褐色（少量の黄淡茶色）
10．暗茶色暗黄茶色
11．暗茶色

12．暗茶色黄茶色黒褐色
（Fe・Mn）（灰白色（粘）少量）

13．茶淡褐色黄茶色
14．時茶色（Fe・Mn）を含む

15．茶褐色黄茶色暗灰白色

第61図　D22区土壌－1平・断面図（1／30）
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1．淡黄茶褐色
2．黒茶褐色
3．暗黄茶褐色
4．黒茶褐色
5．黒茶色暗黄色を含む
6．暗黄茶色黒茶色

（黒茶褐色土を含む）
7．黒茶色

8．5と同じで炭化物を若干含む
9．暗黄茶色黒茶色（22層）
10．暗黄茶色

第62図　D22区土壌－2平・断面図（1／40）
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∴二子I‘－†∵．∴・∴：

第63図　D22区2・3・4・6号住居址出土遺物
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午二、ヰ　　『

274

265～272……6号住　273・274……8号住‘275～281……溝

第64図　D22・23区6・8号住居址・清一2出土遺物

－64－



第3章　第4節　D22・D23区の調査

になっている。埋土中の土器群は2か所あり、上層と下層に分かれている。土層断面からも上

下に分けることが可能である。下層の土壌の大きさは長径約2m、短径約1．15m、深さ0．82m

である。上層の土壌は長径約1．5m、深さ約0．3mである。∴出土遺物は292～309である。時期は

出土遺物から百・後・Ⅱ（弥生時代後期中葉）に比定される。

土壌－2（第62図）

D22区の中央部付近に位置し、平面形は方形を呈している。北側の一部を調査しただけで、

南側の大部分は未調査区域である。北壁は東西方向より少し北へふれている。大きさは東西

2・56m、深さ0．7mである。良好な出土遺物がなく、時期は明らかでない。

溝－1

2号住居牡の西側に位置する。幅60cmの浅い溝で、良好な遺物はなく、時期は明らかでない。

清一2

D23区の北寄りに位置し、南北に長い溝状の遺構である。幅80cmで、北側ではとぎれる。南

側は西へ曲がり、未調査区域へのびている。埋土中に良好な遺物はなく、明期は明らかでない。

清一3（第65図）

4号住居址の西側に位置する。幅40cmの浅い溝で、南北に走る。埋土中からは283～291の土

器が出土している。283は壷の口縁部である。284～286は聾の口縁部で、284は口縁部が外反し

たあと内傾しながら立ちあがる。285～286はくの字状に外反し、端部は肥厚する。287・290・

291は高杯である。288・289は嚢の底部である。

0　　　　　　　　　　　　10cm
土　．．．．；．．．．1

285　　　　　　287

第65図　D22区清一3出土遺物
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その他の出土遺物（第67～69図、図版59－1、2）

柱穴や小穴中からも遺物が出土している。はかに遺構検出中に出土した遺物もある。P59は

D22区の東西方向調査区域の中央部付近に位置し、調査北壁の断面に一部かかっている。柱穴

状の遺構で、弥生土器がまとまって出土した。368～370・372は壷で、381は襲、335・336・373・

374は高杯である。時期は百・後・Ⅱ（弥生時代後期中葉）に比定される。

≒≡≡≡∃∈≡≡：≡≡貢

／冊撃ミ

第66図　D22区土境－1出土遺物
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第67図　D22区柱穴出土遺物
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原　　遺　　跡

第68図　D22区P－59出土遺物
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第3章　第4節　D22・D23区の調査

335・336……Pit・59

337～341……包含層

第69図　D22区柱穴・包含層出土遺物

第67図は柱穴からの出土遺物で弥生時代後期の土器である。337～341は包含層中からの出土

遺物である。337・338は弥生時代末～古墳時代初頭の嚢、340は古墳時代初頭の高杯、339は7

世紀頃の須恵器の高杯、341は中世の高台付椀である。
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原　　遺　　跡

第5節　D13・D28区の調査

1．D13・D28区の概要（付図）

原遺跡の調査対象区域のなかでは北西端部に位置している。D13区は県道より北側約100m

のところで、東西方向へ約80mの範囲である。D28区はD13区の東端部から北へ約130mの範

囲である。遺構の密集する地域からははずれていて、溝と水田址を中心とする。D13区では少

数の土壌、柱穴を伴っている。D28区の地形は北へ傾斜していて、南側の微高地から低位部へ

の斜面に土器溜りがみられる。低位部は水田域となり、畦畔も検出された。

2．D13・D28区の遺構・遺物

清一1（第70～72図、図版27－2・28－1、2・29－1、2）

D13区の東端部近くに位置する。北東から南西方向に走っている。大きさは幅1．3m、深さ

0．55mである。断面は皿状を呈し、緩やかに傾斜している。埋土中からは147～161の土器を出

土している。第70図のように底部付近で壷の大型破片が出土した。器種には、壷、聾がある。

149は壷の肩部片で、段があり、段より上に縦位の2本線が2組みられる。150には段はみられ

ないが、横位の下方に格子文がある。以上の2点は弥生時代前期でも古段階にみられるもので

ある。154・156の聾は、この壷に伴う可能性がある。

147は口縁部分を欠いているが、頚部から肩部へかけてへラガキ沈線のまとまりが3段に施

されている。157の聾のように、

第70図　D13区溝一1遺物出土状況（1／20）

－70－

L字状に曲げられた口縁部下に多

数のへラガキ沈線を施すものがあ

る。また、153の嚢のように、断

面三角形の突帯を貼り付けて口縁

部としたものがある。これらの聾

が147の壷に伴うと判断される。

以上のことから、溝の埋没した時

期は百・前・Ⅱ（弥生時代前葉後

葉）に比定することができる。

清一2（第71図）

清一1の西側に位置している。

北東から南西へ小さく蛇行しなが

ら走る溝である。大きさは幅50～



第3章　第5節　D13・D28区の調査

60cm、深さ30cmの溝である。清一1を切ってつくられているので、弥生時代前期より新しいこ

とはわかるが、良好な遺物がなく、時期は不明である。

清一3（第71図、図版30－1、2・31－1）

D13区の東半部は緩やかに蛇行しながら走る溝で、調査区域内で30mに及ぶ。大きさは、幅

50～60皿、深さ55cmである。断面はU字形を呈している。清一1と清一2を切ってつくられて

いて、弥生時代前期より新しいことはわかるが良好な遺物がなく、時期は不明である。

清一4

D13区の中央部に位置し、北西から南東へ走る溝である。大きさは、50～140皿である。清一

3によって切られている。埋土中に良好な遺物がなく、時期は不明である。

清一5（第73図）

D13区の西端部に近いところに位置している。北東から南西方向へ走る溝で、大きさは幅20cm

の小さなものである。付近には遺構がない。哩土中からは162～169の土器が出土している。16

5は口縁部上端から少し下がったところにキザミメのある突帯を貼り付けてあり、縄文晩期に

属する。162・169は壷、163・164・166～167は聾・168は鉢である。以上の土器は百・前・Ⅱ

（弥生時代前期後葉）に属し、清一1と同じ時期である。したがって、清一5の埋没した時期

はこの時期に比定される。

水田址（第74図、図版32－2・33－1、2）

D28区の南端から北へ18m付近から水田址が検出される。水田址から南側は少し高くなり、

微高地に至る。下層では大きく2時期の水田址がある。最下層のものでは小さな畦畔を検出し

1．灰淡青白色（耕作土）
2．暗黄褐色
3．灰淡黄茶色

4．黒褐色暗灰白色（少）
5．淡黄灰茶色

6．暗灰白色黄茶褐色黒褐色
7．6と同色＋赤褐色（焼土）

8．暗灰茶褐色焼土塊含む
9．8と同色で焼土塊を含まず
10．9と同色で炭化物を含む
11．灰茶淡褐色

12．淡黄茶色灰淡茶色

13．淡黄色茶褐色

14．淡黄灰色暗茶色

15．淡黄灰茶色

16．黄淡褐色暗茶色

17．8と同色で焼土塊を含まず

18．淡黄茶色暗茶褐色

19．黄淡茶色暗茶褐色

20．淡黄灰茶色

21．灰黄淡褐色暗茶色

22．淡黄白色暗茶色

23．16と同じ

24．18と同じ

25．淡黄褐色灰淡茶色

26．灰茶淡褐色

27．灰淡黄茶色

28．黄淡褐色暗茶色

29．時灰色黄褐色暗茶色

30．淡黄褐色茶淡褐色

31．黄褐色（暗）灰茶色

32．黒褐色暗灰白色（少）

第71図　D13区清一1～3断面図（中央部南壁）（1／60）
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第72図　D13区P－3・清一1出土遺物
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第73図　D13区溝・土壌・包含層出土遺物

た。下幅40cm、高さ約5皿である。検出された畦畔の一部は切れていて、水口と推定される。

この水田の直上にはさらに南へ拡大した水田址がみられる。上層へ何層にも水田祉を確認す．る

ことができる。上部の水田祉は中・近世の水田祉であるが、下層の水田祉の時期を考察するた

めの資料として、第75図と第76図の土器がある。

最下層の水田層中から出土した土器が178～186である。百・前・Ⅲ（弥生時代前期後菓）に

比定される土器である。187～189は水田址へ向かって下がる斜面部に堆積していた土器である。

時期は百・後・Ⅱ（弥生時代後期後葉）に比定される。このことは、水田址の時期が弥生時代

前期後葉より新しいことがわかる。弥生時代前期の土器は微高地上に多数あり、当然後の時期

の遺構にも含まれる可能性がある。水田層の上面から良好な資料が得られていないため、水田
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1．時灰色（耕作土）

2．自責暗茶色（山土）

暗灰青色

3．暗灰青色（砂まじり）
4．時灰淡青色（粘質）

（若干の砂を含む）

5．暗灰淡青色

灰白色

6．灰自滅青色
7，灰自流青色

黄淡茶色

8．白灰淡青色

黄淡茶色

ト混じり

ト混じり

第74図　D28区水田址平・断面図（1／60）

－74－

暗灰青色（下部に含む）

9．黄茶色

暗灰青色
ト混じり

10．暗（黒）茶灰青色

11．灰白色（粘）

暗茶褐色

（若干の砂を含む）
12．暗灰白色粘土

暗茶褐色（Fe・Mn）

13．暗茶褐色

暗黄色
ト混じり

14．黒茶褐色（水田層）

〉水田層
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第75図　D28区水田層出土遺物
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第76図　D28区土器溜り出土遺物

址の時期決定は難しいが、斜面堆積の土器が参考になると考えられる。断定することはできな

いが、弥生時代後期後葉に埋没した水田の可能性が高い。D13区で、弥生時代前期後葉の溝が

検出されていることから、水田の開始がこの時期まで遡ると考えられる。

その他の遺物（第72・73図）

溝以外にも少数の穴があり、少量の土器を出土している。143～146は同じ穴から出土したも

ので、百・後・Ⅲ～Ⅳ（弥生時代後期後妻～末）に比定される。174・175も同じ穴から出土し

たものであるが、174は縄文時代晩期に比定され、175は弥生時代前期に比定される。177は上

層から出土したものである。
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原　　遺　　跡

第6節　D25区の調査

1．D25区の概要

県道の北側約50m付近で、東西方向に約100mの調査区域である。遺構・遺物は少なく、溝

3本と若干の柱穴が検出されただけである。溝はいずれも北西から南東へ走る。斜面からは縄

文晩期の大型破片も出土している。時期は明確でないが全体として水田地域と判断される。

2．D26区の遺構・遺物

清一1（第78図）

D25区の中央部への西寄りに位置し、北西から南東へ走る溝である。幅60皿の小さな溝で、

埋土中からは良好な遺物を出土していないので、時期は不明である。

清一2（第78・79図）

D25区の中央部の西寄りで、、溝－1の東側に位置し、北西から南東へ走る溝である。幅

120cmの小さな溝で、埋土中からは190～202

の土器を出土している。弥生時代後期の土器

片を含んでいるが、197・200は百・古・I

（古墳時代前葉）に比定されることからこの

時期に埋没したものと判断される。

清一3（第78・79図）

D25区の中央部の西寄りで、清一1の東側

に位置し、北西から南東へ走る溝で、清一2

と重複している。埋土中からは203～205の土

器を出土している。これらの土器は百・古・

I（古墳時代前葉）に比定されるもので、こ

の時期に埋没したものと判断される。

その他の遺物（第77・79図、図版38）

D25区の東部付近の斜面から縄文時代晩期

の聾が出土した。口縁部にはキザミメを施し、

船形の貼り付け文がある。
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第77図　D25区縄文土器出土状況
平・断面図（1／20）
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溝－3

溝－1　　溝－2

1．耕作土（黒灰茶色）
2．黒青灰色
3．暗線灰白色
4．黒灰青色
5．黒灰色
6．黒青灰色
7．暗灰青色
8．黒灰茶（褐）色
9．黒青灰白色
10．黒灰色暗茶色
11．暗青灰白色黄茶褐色
12．暗灰色暗茶褐色
13．黒灰茶褐色（粘）

14．黒茶褐色黒灰色（若干）
15．暗灰茶褐色（粘）
16．黒茶褐色
17．黒灰色淡黄茶褐色
18．淡黄茶褐色
19．黒茶褐色
20．暗灰茶褐色
21．暗茶灰褐色
22．暗茶褐色
23．黒茶色

24．暗褐色
25．白灰淡黄茶色
26．灰黄白色

27．黒灰色（粘）淡黄灰色（粘）

28．灰淡黄白茶色

29．暗灰茶色（粘砂）

30．黒茶色黄茶褐色（少）

31．時黄茶褐色

28．黒灰茶褐色

34．（淡）青灰色（砂）

35∴淡青灰茶色（砂）

36．白灰茶色（砂）……（上層側）

40．黄暗茶色

41．黄茶色

42．黄暗茶色（粘砂）

43．黒茶褐色（砂）

44．黄茶褐色暗茶色

45．暗茶褐色（砂）

46．暗茶黒褐色（Fe・Mn）

47．灰暗茶色黄赤茶褐色
48．灰淡青色茶淡褐色

36′．灰白色淡黄茶褐色……（下層側）　49．暗茶色淡黄緑色黒茶色

37．暗黄茶褐色（粘砂（多））

38．黒茶淡褐色（粘砂）

39．淡黄茶褐色（粘（少）砂（多））

第78図　D25区遺構配置図（1／400）および東西土層断面図（1／80）
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琶至要覧－ゝ一二ぜ

205

10cm

L，‥　＝　‥．i＿」

190～202……溝－2

203～205……溝－3

206……………斜面堆積

第79図　D25区溝・斜面出土遺物
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原　　遺　　跡

第7節　D20区の調査

1．D20区の概要

県道の北側約100mのところで県道と並行している。東西方向330mに及ぶ。東端部では北へ

屈曲して60mのび、西端部でも南へ15mのびる。調査対象区域外では東北部に位置している。

D2P区の東西方向の調査区域からD26区、D27区が北へのびている。

調査区域の西寄りには、弥生時代中期前半から弥生時代後期の竪穴住居吐、土壌、溝がある。

土器片には弥生時代前期のものが含まれていることから古くから集落が形成された地域である

ことがわかる。1号住居址には小破片であるが弥生時代中期初頭の遺物を多く含み貴重な資料

である。3号住居祉はやや大型の竪穴住居址であるが、埋土中に多量の土器が検出された。弥

生時代後期中葉の土器群で、御津町地域の標準資料となりうる資料である。

東寄りの地域は中世の建物、井戸、土壌、溝などがあり、新しい時代に集落となった地域で

ある。北へのびる調査区は若干の溝と低位部である。

2．D20区の遺構・遺物

1号住居址（第80・81図、図版57－1～4）

D20区東西調査区域の西方に位置する。住居址の北側部分を調査しただけで、南側の大部分

は未調査区域となり、全容はわからない。平面形は隅丸方形を呈し、北壁はほぼ東西方向であ

る。床面には浅い土壌状の凹みがみられるが、住居址に伴うと思われる柱穴は検出されていな

い。大きさは東西方向4．35mを測り、やや小型の竪穴住居址である。

床面付近からは土器片が出土した。器種は賓、蓋がある。壷についてはよくわからない。嚢

の口縁部には2種類あり、くの字状に折り曲げるものと逆L字形に折り曲げる（345・346・35

1）か断面三角形の突帯を貼り付けたもの（343・344）である。くの字形に折り曲げた口縁部

の聾は胴部が少しふくらみ、上半部にクシガキ文が施されている（347～350・356）。他のも

のは多条のへラガキ沈線文を施したものである。底部は平底で、中央部がわずかにあげ底にな

る。蓋（355）は小破片にすぎないが、聾の蓋である。他に、土製紡錘車（357）が1点出土し

ている。大きさは径4cm、厚さ0．6cmで、中央に両面からあけた穴がある。

住居址の時期を決めるには床面から出土した土器片があるが、嚢の口縁部が2種類みられた。

口縁部直下の外面にへラガキ沈線文を施したものは、百・前・Ⅲ（弥生時代前期後葉）に比定

され、口縁部直下の外面にクシガキ文を施したものは、百・中・I（弥生時代中期前葉）に比

定される。他の土器片の検討も含めるとこの住居牡の時期は百・中・I（弥生時代中期前葉）

に比定される。
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2号住居址（第82図、図版58－1、2・59－1）

D20区の東西方向調査区域の西部に位置し、1号住居址から50m東にある。北へのびるD26

区に接している。住居址部分は全掘されたので、全容を知ることができる。平面形は円形を呈

「1品

1．暗黄茶色
暗灰色
黒褐色

2．暗灰白色
茶褐色

3．暗茶褐色
暗灰色

4．暗黄茶褐色
暗灰色

5．黒灰色
黒褐色

6．黒灰色
黒茶褐色

7．黒灰色

8．暗灰茶褐色
9．暗青灰色

暗黄茶色

10．時灰色
黒茶褐色
暗黄茶色

11．時灰色

黒褐色
12．暗灰色

暗黄茶色
黒茶褐色

13．黄暗茶色
暗灰色

暗褐色
14．黒灰色

黒茶褐色
15．黄暗茶褐色
16．暗黄茶褐色

灰淡青色

第80図　D20区1号住居址平・断面図（1／60）
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17．暗黄茶色
灰淡青色
暗茶褐色

18．時黄茶褐色
暗灰色

19．黄暗茶褐色
20．黒青灰色
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第81図　D20区1号住居址出土遺物
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第3章　第7節　D20区の調査

し、主要な柱穴は4本で、中央部に円形の土壌がある。大きさは径3．45～3．55mである。塵体

溝が全体にめぐっている。柱穴はほぼ方形に配置されていて、PlとP4を結ぶ線はN460W

である。柱間はPl～P2が1．65m、P2～P3が1．85m、P3～P4が1．75m、Pl～P4

が1．85mである。中央の土壌は径65cm、深さ30皿である。

時期は埋土中の出土遺物に良好なものがないため明確にすることはできないが、弥生時代後

1．黒茶褐色淡黄灰褐色

2．黒茶褐色

3．黒茶褐色暗灰色（少）

4．黒茶暗褐色暗黄茶褐色（互層）

5．黒茶暗褐色

6．黄暗茶色炭灰（下層）暗灰色

7．黒茶褐色暗灰色（互層）
8．7と同じ

9．黒茶褐色淡黄灰色焼土
10．暗茶褐色暗黄灰茶色

11．黒茶暗褐色暗黄茶色（少）

第82図　D20区2号住居址平・断面図（1／60）
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期に属するものと推定される。

3号住居址（第83～99図、図版61：62）

D20区の東西方向調査区域の西部に位置し、2号住居址からは15m西にある。北へのびるD

26区より少し西に寄った地点である。調査区域が北へ拡幅されたことから住居址の全容を知る

ことができる。平面形は少しいびつであるが、円形を呈している。壁体溝は2本確認されてい

ることから1回の建て替えが行われたことがわかる。最終床面からは多量の土器が出土したこ

妙1．淡灰黄茶色
2．Fe・Mn多い層

L　3330m

第83図　D20区3号住居址平・断面図（1／80）
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3．黒茶褐色
4．焼土
5．4と同じ

6．黒褐色

7．暗茶褐色

8．6と同じ

9．炭
10．7と同じ



第3章　第7節　D20区の調査

とから特に注目される住居地である。

住居址の大きさは東西7m、南北6．4mである。当初の住居址の大きさは東西5．4m、南北5．2

mである。いずれも主要な柱穴は4本で、中央に土壌がある。最終面で柱間を測るとPl～P

2が2．72m、P2～P3が2．1m、P3～P4が2．4m，Pl～P4が2．5mである。PlとP4

を結ぶ線はほぼ南北である。中央の土壌は円形で、径60cm、深さ40cmである。

最終床面では多量の土器が出土した。これらは北部、北西部、南西部、南部に分かれて集中

している。ほとんどの土器は床面付近にあり、完形のものが潰れた状況で検出されている。こ

第84図　D20区3号住居址（上）平・断面図（1／80）
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11．黒茶褐色

暗黄茶褐色

12．黄色黄暗茶褐色

13．6と同じ
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Cj

毎　∴「

くン／－

＼．、

第85図　D20区3号住居址内遺物出土状況（1／80）

のことから床面が埋没しない状態で投棄されたと考えることも不可能ではないが、検出された

状況は多量の土器が住居内に置かれた状況のままで、何らかの都合で放棄されたと考えること

ができる。各土器群を観察すると特に一定の器種が集中するという傾向はみられない。

床面から石器が1点検出されている（第113図1、図版61－8）が、この時期に伴うものか

の判断は難しい。

多量に出土した土器についてみてみよう。第86図～第98図までの78個体を図化することがで

きた。いずれもほぼ完形に復元されたものである。

壷には、366・367・376・379のように口縁部が朝顔形に大きく開き、端部は肥厚して擬凹線

文を施すものと、378・382・384のように口縁部が小さく広がり、端部は丸くなるものがある。

いずれも内面は頸部直下までへラケヅリが施されている。胴の肩部は張り、底部は緩やかにす

ぼまって、平底を呈する。

聾には頚部が小さくなって壷に類似するものも少しみられるが、375・385～405・410のよう

に口縁部が短かく外反し、端部は肥厚する。一部には口縁部外面に擬凹線を施すものもある。

内面はいずれも頸部直下までへラケヅリが施されている。底部は平底を呈するのがほとんどで

あるが、一部に少しあげ底になるものがある。408・413～420は小型の嚢で、口縁端部が肥厚

－86－



第3章　第7節　D20区の調査

第86図　D20区3号住居地出土遺物（1）
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、・∴・

9　　　　．　　．1タ的
lqt－t－tt－ttt－－1－ttt－ttt－ttt－

第87図　D20区3号住居址出土遺物（2）
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10cm
土　．．．．：．．．．！

第88図　D20区3号住居址出土遺物（3）

ー89－



原　　遺　　跡

第89図　D20区3号住居址出土遺物（4）
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10cm
1．．．．：．．．1！

第90図　D20区3号住居址出土遺物（5）
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10Cnl
1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1

1－．．．．．．．．－．．．．．－．．．－

第91図　D20区3号住居址出土遺物（6）
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第92図　D20区3号住居址出土遺物（7）
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第93図　D20区3号住居址出土遺物（8）
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第94図　D20区3号住居址出土遺物（9）

－95－



原　　遺　　跡

第95図　D20区3号住居址出土遺物㈹
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第96図　D20区3号住居址出土遺物01）
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第97図　D20区3号住居址出土遺物㈹
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第98図　D20区3号住居址出土遺物㈹
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第99図　D20区3号住居址付近柱穴他出土遺物

するものと肥厚しないものがある。

高杯には422～424があるが、良好な資料はない。鉢には412・425～441がある。425～427は

大型の鉢で1対のU字形をした突帯を貼り付けている。428・429も大型のものである。433～4

41は台付の鉢であり、大小みられる。442・443は器台である。377は蓋である。407・409・411・

421は混入したものと患われる。

時期は以上の土器群から百・後・Ⅱ古相（弥生時代後期中葉）に比定される。

4号住居址（第100図、図版63－1）

D20区の東西方向調査区域の西部に位置し、2号住居址からは30m東にある。北側の一部を

調査したにすぎず、大部分は未調査区域である。壁体溝が2本検出されていて、1回の建て替

－100－



第3章　第7節　D20区の調査

第100図　D20区4号住居址平・断面図（1／60）

が行われたことがわかる。平面形は円形を呈している。大きさは径約7mと推定される。埋土

中からは良好な遺物を出土していないため、明確ではないが、時期は弥生時代後期に属するも

のと推定される。

建物－1（第101図、図版69－1、2）

－◎

二‘

＿三l‾l1－－－

ニーl＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿∴‥〟て．も

第101図　D20区建物－1平・断面図（1／80）

一101－

D20区の東西方向

調査区域の東部に位

置し、東端部からは

35mである。調査区

域の中に4本の柱穴

が方形に並ぶことか

ら1間×1問の建物

と推定されるが、北

と南へのびる可能性

は否定できない。P

lとP2を結ぶ線は

N760Eを示してい

る。

柱間はPl～P2

が3．88m、P2～P

3が2．7m、P3～



原　　遺　　跡

P4が3．88m、Pl～P4が2．7mである。柱

穴は直径約50cm、深さ25～40cmである。各柱穴

とも柱痕跡は明瞭に認められる。以上のことか

ら、東西3．88m、南北2．7mの建物と判断される。

時期は柱穴から遺物が検出されていないため

明確にはできないが、周辺の遺構との関連から

中世のものと推定される。

建物－2（第102図、図版69－3、4）　　　　　第102図　D20区建物－2平・断面図（1／80）

D20区の東西方向調査区域の東部に位置する。建物－1から東12mである。検出された柱穴

は2本であるが、いずれも礎盤があり、南へのびる建物と推定される。PlとP2を結ぶ線は

N580Eを示している。柱間はPl～P2が2．3mである。柱穴は直径42～60cm、深さ約50cmで

ある。底部には長方形の板材を置き、礎盤としている。柱穴の状況から南北に長い建物の北端

部の柱を検出したものと推定される。

時期は柱穴から遺物を検出していないが、周辺の遺構から中世のものと推定される。

井戸－1（第103・108図、図版63－2・64－1、2）

D20区の東西方向調査区域の西部に位置し、1号住居址の2m西である。北側の約3分の1

∴・、

1．青灰色

2．黒茶褐色暗灰色

3．黒褐色暗黄茶褐色灰色
4．3と同じであるが土器を含む

5．灰白暗黄色暗黄茶色

6．暗黄茶色灰色黒褐色（焼土を少量含む）

7．黒茶暗褐色

8．黄暗茶褐色灰白色（少）
9．暗黄茶色灰色黒褐色㊥炭

10．暗黄茶褐色暗灰白色

第103図　D20区井戸－1平・断面図（1／30）
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を調査しただけで、南は未調査区域に入り全容はわからない。平面形はやや不整形であるが円

形を呈している。大きさは約1．6mと推定される。壁は少し傾斜していて、底部は凹凸がある

もののはぼ平坦である。深さは約70cmである。埋土の状況は徐々に埋没したものと推定され

る。

埋土中からは454～461の土器を出土した。454は朝顔形に開く壷の口縁部、455は短かい口縁

部の壷、456～458は口縁部を逆L字状に折り曲げた聾の口縁部、458は鉢、460は壷の底部、46

1は蓋である。以上の土器は百こ前・Ⅲ（弥生時代前期後葉）に比定される。

井戸－2（第104・108図・図版65－1～4、6）

D20区の東西方向調査区域の中央部付近に位置する。4号住居祉の13m東である。南側の一

部が調査区域外になるが、はぼ全容がわかる。北側では土墳墓1基と重複している。平面形は

楕円形を呈している。大きさは東西3．45m、南北2．1m以上、深さ1．1mである。埋土は薄い層

が多数あり、徐々に埋没したことがわかる。井戸はすでに崩壊していたが石積井戸であり、多

二二＿〕／－／′‾
．．．－．－．■．．．．．．■．．－‘‘‘‘－‾TT二二二二：二＝二二

第104図　D20区井戸－2平・断面図（1／60）
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1．暗青灰色
2．暗灰青色淡赤茶褐色
3．暗灰青色暗茶褐色
4．黒灰暗青色（粘砂）
5．黒灰青色暗茶褐色（少）
6．黒青灰色（砂粘）
7．黒灰暗青色暗茶褐色
8．黒灰暗青色（粘砂）

Fe・Mnを若干含む
9．黒灰暗青色（粘）



第105図　D20区井戸一3平・断面図（1／30）

数の石材が集積していた。

埋土中の出土遺物には、462～464の早島式の高台付椀、465・466の土師器小皿、467は白磁

椀、468の土鍋がある。以上の遺物から時期は室町時代に比定される。

井戸－3（第105図、図版65－1～2・5、6）

D20区の東西方向調査区域の中央部付近に位置する。井戸－2の東側である。全体が調査さ

れた。石積の井戸である。掘り方はほぼ円形を呈し、東西1．7m、南北1．5m、深さ0．52mであ

る。石積は底に大きな平石を置き、周囲に石を上開きに積み上げている。現存する石組みでは

上部で径75cm、底部で60cmを測る。埋土中から遺物を検出していないが、井戸－2との関連な

どから中世に比定される。

井戸－4（第106・108図、図版66－1～4）

D20区の東西方向調査区域の中央部付近に位置する。内部に木製のくり抜き井戸枠を入れた

井戸である。掘り方の平面形はほぼ円形を呈している。底部の周辺部に川原石を敷き、石の上

にのる状況で井戸枠が置かれている。埋土中からは鍋、高台付椀、紡錘形土錘が出土している。

時期は出土遺物から室町時代に比定される。

ー104－
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第3章　第7節　D20区の調査

1．黄白色暗黄茶褐色

黒灰茶色

2．黒灰青色（粘質土）

第106図　D20区井戸－4平・断面図（1／30）

1．時灰青色灰赤茶色
2．暗灰色暗黄茶褐色
3．黒灰青色
4．暗灰白色
5．黒灰青色淡黄白灰色（粘）
6．時灰色暗黄茶褐色（粘）
7．黒灰青色茶褐色を含む（粘）

第107図　D20区井戸－5平・断面図（1／40）
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二＿〕 画室宰・．．．i．

雫≡重臣妄ヂ
465

≡∃三≡プ
466

＝ガ467

‾恵二三二一：二妄‥三：

．‾‾‾十‥‥、‘。。‥‘‾・；・・・：．・I．

⑳　　　　　　　　E三王≡詔

し［‥‥∴．．（当cm 454～461……井戸－1

462～468……井戸－2

469・470……井戸－4

471～474……井戸一5

第108図　D20区井戸－1・2・4・5出土遺物

井戸－5（第107・108図、図版67－1～3）

D20区の東西方向調査区域の東部に位置する。井戸－4から東43mである。平面形はほぼ円

形を呈し、底部は措鉢状である。大きさは長径1・9m、短径1・7m、深さ0・55mである。素掘り

の井戸で石積は無い。埋土中からは、471の土師器小皿、472・474の高台付椀、473の白磁椀が

ある。時期は出土遺物から室町時代に比定される。
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第3章　第7節　D20区の調査

∵
∵
－
．
・
∴

十十
l　二＿＿　一　一　一　一　　　二」

第109図　D20区土壌－1平
・断面図（1／40）

＼　　　　　　！

＼＼＼　　／／

＼＼　　　　／

＼、手／

L：33．50m

0　　　　　　　　　　　　　　1m
．．－．．－．．－．■－tt－t－tq－t．－tl－－ttt－

1．淡赤茶色

（焼土）

2．暗黄茶褐色

（灰を多量に含む）

第110図　D20区袋状土壌平・断面図（1／30）

一一

第111図　D25区土墳墓－1平・断面図（1／20）

ー107－

土壌－1（第109図，

図版70－3、4）
l

D20区の西部にあり、

2号住居班の南東に位

置する。平面形は長楕

円形を呈しているが、

南側の一部は調査区域

外へのびているため全

容はわからない。大き

さは長径260cm以上、

短径110皿、深さ36cm

を測る。

埋土中から少量の土

器片が出土している。



原　　遺　　跡
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第112図　D20区土壌他出土遺物

ー108－

’，！　∴：



第3章　第7節　D20区の調査

】

9　91

0　　　　　　　　　　　　　　5cm
三　．．1．　こ　．．　－　．！

1…………D20住－3

2・3…………D21

4………D20井戸－1

第113図　D20・21区出土遺物

出土遺物から弥生時代後期に比定される。

袋状土壌（第110図、図版70－1、2）

D20区の東部にあり、建物－2の東部に位置している。いわゆるフラスコ形の土壌で、上面

は長方形のプランを呈しているが、底部はいびつな三角形である。上部が削られているため、

全容はわからないが、底部は長径106cm、短径88皿、深さ82皿を測る。埋土の上層には焼土塊

を多量に含み、下部の埋土には灰を多く含んでいる。

埋土中から良好な遺物を検出していないことから明確な時期はわからないが、弥生時代に属

するものと推定される。

土墳墓－1（第111図、図版70－5、6）

D20区の西部にあり、井戸－2の北肩部と重複している。平面形は少しいびっな円形を呈し

ている。北側では底部が掘り方より広くなり、フラスコ状になっている。底部は中央部が少し

深くなっているが、ほぼ平坦である。埋土中には大小の角礫が多数入っている。大きな石は長

径38cm、短径25cmのもので、他は径5～10皿大のものである。土壌の大きさは現存部で127×6

0cm、深さ35cmである。
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原　　遺　　跡
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第114図　D20区西側南北平・断面図（1／100）
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第3章　第7節　D20区の調査

埋土中から良好な遺物が出土していないため、詳細な時期はわからないが、中世のものと推定

される。

清一1（第115図）

D20区の西寄りに位置し、ほぼ南北に流れる浅い溝である。緩やかに傾斜した幅の中央部に

少し深くなったところがある。幅110cm、深さ20cmくらいである。埋土中からは弥生時代前期

：′メ　　0　　　　　　　　　　　　2m

第115図　D20区清一1平・断面図（1／60）

第116図　D20区清一4・5平・断面図（1／60）
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原　　遺　　跡

から同中期後半の土器片が出土している。

清一2（付図）

D20区の西寄りにあり、井戸一1の西に位置している。北西から南東方向へ流れ、幅50皿を

測る。埋土中からは弥生時代中期前葉の土器片が出土している。

清一3（付図）

D20区の西寄りにあり、井戸－1と一部重複している。北西から南東方向へ流れ、幅40cmを

測る。時期はわからない。

清一4（第116図）

D20区の西寄りにあり、1号住居址の東側に位置している。北西から南西方向へ流れ、幅50

cmを測る。哩土中からは弥生時代前期から同中期の土器片が出土している。

清一5（第116図）

D20区の西寄りにあり、清一4に接している。東西方向に流れ、幅50cmを測る。時期はわか

らない。

清一6（第117図、図版68－4）

D20区の西寄りにあり、3号住居址の西側に位置している。南北方向に流れ、幅120cm、探

／

∴－
0　　　　　　　　　　　　　　　2m
！．，．．　：．．．　．　！

第117図　D20区清一6平・断面図（1／60）
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第3章　第7節　D20区の調査

盲　ヽ、、‾l‾‾　‾＼二一
ヽ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヽ

ヽ
ヽ

0　　　　　　　　　　　　　2m
と1　t　・．　二　．．．　コ．1

1．暗黄茶褐色灰色
2．暗灰色暗黄茶褐色
3．暗灰色黒茶褐色
4．黒茶褐色暗灰色
5．黒茶褐色暗黄茶色
6．黒茶褐色
7．黄暗茶褐色
8．黒褐色黄暗茶色

第118図　D20区清一8・9平・断面図（1／60）
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第119図　D20区清一10平・断面図（1／60）
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さ55cmを測る。時期はわからない。

清一7（付図）

D20区の中央部付近にあり、4号

住居地と一部重複している。北西か

ら南東方向へ流れ、幅20cmくらいの

小さな溝である。埋土中から第120

図488～490が出土している。弥生時

代前期の土器も含まれているが、百・

後・Ⅲ（弥生時代後期後妻）に比定

される。

清一8（第118図、図版68－3）

D20区の西寄りにあり、清一4の

東側に位置している。北西から南東

方向へ流れ、幅130cm、深さ60cmを

測る。埋土中からは第120図491～

493が出土している。弥生時代前期

の土器も含まれているが、百・後・
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482…………溝－2

483～485……溝－3

486・487……溝－4

488～490……溝－7

491～493……溝－8

一二∴＝玉＝‾‾

487

第120図　D20区溝出土遺物

Ⅳ（弥生時代後期末）に比定される。

清一9（第118図）

清一8と重複し、一部南東部が残存しているにすぎない。

清一10（第119図）

D20区の西寄りにあり、清一4と重複している。幅120皿、深さ60cmを測る。時期は明らか
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第3章　第7節　D20区の調査
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第121図　D20区東端南北北側平・断面図（1／60）
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原　　遺　　跡

0　　　　　　　　　　　　　　10cm
t　．．．．i　．．．．　王

519・520……凹部

521～523……土器溜り

第122図　D20区東端南北凹部・土器溜り出土遺物

でない。

清一11（付図）

D20区の東寄りにあり、井戸－5の西側に位置する。北西から南東へ流れる溝で、幅120cm

である。時期はわからない。

清一12（付図）

D20区の中央部付近にあり、井戸－4の少し西側に位置する。ほぼ東西方向に走り、南側は

消失している。時期は明らかでない。

清一13（第121図）

D20区の南北方向調査区域の北端部に位置し、北西から南東へ流れる浅いたわみ状を呈する

幅約4mの溝である。時期は明らかでない。

清一14（第121図）

清一13の中央部が深くなった部分で、幅45cm、深さ約15cmである。
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第3章　第8節　D26区の調査

第8節　D26区の調査

1．D26区の概要

当調査区は天神山から南へのびた

山裾に近く、調査対象区域の北東部

にあたる。D20区の東西方向調査区

の中央より少し西に寄ったところか

ら北へのびる80mの範囲である。地

形は南から北へ向かって緩やかに傾

斜し、遺構は南寄に集中している。

主な遺構は竪穴住居址1軒、溝3本、

土壌2基、はかに小ピットが少し検

出された。

2．D26区の遺構・遺物

竪穴住居址（第124図、図版74－

1、2・76－1）

D26区の南端部に位置する。一部

拡幅を行い、住居址については全容

を確認することができた。この住居

址を囲むように溝が掘られているの

が確認された。北側の角の一部が未

調査区域になっていることから連続

的に調査することはできなかったが、

北東側の溝も住居祉からの距離が同

じで、住居址の一辺にほぼ平行して

いることから、コの字状になると推

定される。南東部については明確で

なく、方形に囲んでいたものかどう

かは確認されていない。

住居址の平面形は方形を呈してい

る。北寄りの一辺はN530Wを示し 第123図　D26区・同拡張区全体図（1／200）
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1．暗茶褐色
暗黄茶色（少量）

2．暗茶色
灰黄色（少量）

3．黒暗茶褐色
暗英茶色

〉互層

〉互層

4．時茶褐色
暗灰色（少量）

5．黒茶褐色
6．黒茶暗褐色

［互層
7．黒灰色

暗茶褐色
（炭を若干含む）

8．黒灰暗茶褐色
9．灰層
10．黒茶褐色

（若干の炭を含む）

第124図　D26区拡張区住居址平・断面図（1／100）
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第3章　第8節　D26区の調査

ている。大きさは5．5×5．4mで、ほぼ正方形である。柱穴は4本あり、柱間はPl～P2が2．6

m、P2～P3が2．4m、P3～P4が2．5m、Pl～P4が2．6mである。柱穴の大きさは30～

50cm、深さ40～50cmである。壁体溝は確認されていない。なお、北壁には土壌－2が重複して

いる。

周辺を囲む溝は幅15～40cm、深さ20cmあり、北側と南側の距離は11．3mを測る。住居址の壁

からの距離は北側が3m、西側が2．4m、南側が2．7mである。類似した形状を示す例は、岡山
たんじり

県北房町谷尻遺跡2区181号住居址の例がある（注）。谷尻遺跡の例は住居址が大きく、周囲の溝

の幅も大きく、住居址を画する意図をもっていたと考えわれているが、この住居址の場合は溝

の幅も小さく、住居を画すると考えるよりも、排水を意図した溝と考えられる。

住居址の埋土中からは良好な遺物を出していないため、時期を明確にすることはできない。

しかし、周辺部から出土遺物（第129図539～544）を参考にすると古墳時代中頃に比定するこ

とが可能であると思われる。

㈱　高畑知功他「谷尻遺跡」『岡山県埋蔵文化財発掘調査報告書』11岡山県教育委員会197

6年

土壌－1（第125図、図版73－1、2）

住居址の北13mに位置し、清一3と一部重複している。平面形は一方が狭くなった長楕円形

を呈している。主軸の方向はN190Eを示している。大きさは長径350cm、短径170cm、深さ90

cmである。壁の傾斜は急となり、底部は緩やかにたわんでいる。埋土は薄い層が重なり、徐々

に埋没したものと考えられる。

埋土中からは524～535の弥生土器が出土している。524は壷の頚部で、朝顔形に大きく開く。

口縁部を欠失している。頚部には数本の貼り付け突帯を配し、内面にも2本の突帯をっけてい

る。525の壷の胴部で、胴の中央部にキザミメを施した4本の突帯を配している。526・527は

小型の鉢である。器壁は厚く、底部は平底である。528～533は賓の口縁部である。528～530の

口縁部は逆L字状を呈し、口縁部直下の外面へ多数のへラガキ沈線を施している。531・533は

口縁部をくの字状に折り曲げ、口縁部直下の外面にへラガキ沈線を施している。532は口縁端

部外面に斜めにキザミメを施した突帯を配している。534・535は壷の底部と考えられる。

時期は532が縄文時代晩期に属する土器であるほかはいずれも百・前・Ⅲ（弥生時代前期後

莫）に比定されることから、土壌の時期をこの時期に比定することができる。

土壌－2（第126図、図版75－1、2）

竪穴住居地の北隅と一部重複している。平面形は長方形に近い形状を呈しているが、北西側

の肩部で細くなっている。基本的には隅が少し丸くなった長方形の土壌である。長軸の方向は

N450Wを示している。大きさは長径320cm、短径120cm、深さ70cmである。床面は南寄りの一

－119－
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第127図　D26区土境出土遺物

部が一段高くなっているが底はほぼ平坦である。肩部は少し崩れているが、掘り込みの傾斜は

きっい。

哩土中に良好な遺物は検出されていないが、土壌－1と同じく、百・前・Ⅲ（弥生時代前期

後妻）に比定されるものと考えられる。

その他の出土遺物（第128図）

遺構検出中に出土した遺物が第128図の土器である。538は弥生時代後期の鉢である。537・5

39・544は百・古・I（古墳時代前葉）に比定される高杯と壷の底部である。536・541～543は

百・古・Ⅱ（古墳時代中葉）に比定される高杯である。これらは竪穴住居祉に伴う可能性が高

い。
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第128図　D26区拡張区内土境・包含層出土遺物
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1．調査前（北東丘陵上から）

2．第2期工事区域（北西から）
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1．D12区遺構検出状況（東から）

2．D12区遺構検出状況（北から）
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1．D12区1号住居址完掘状況（東から）

2．D12区2号住居址完掘状況（南から）
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1．D12区2号住居址北壁土層断面（南から）

2．D12区3，4，5土器溜り完掘状況（北から）
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1・D12区5号住居址内遺物出土状況・南北土層断面（西から）

2．D12区土器溜り全景（北西から）
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1．D12区下層遺構検出状況（北から）

2．D12区6号住居址炭化物検出状況（南東から）
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1．D12区6号住居址完掘状況（南東から）

2・D12区7号住居址検出状況（北東から）
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1．D12区7号住居址検出状況（北東から）

2．D12区住居址かまど検出状況（南東から）

一156－



1．D12区井戸（下）8号住居址（上）完掘状況（北から）

2．D12区8号住居址完掘状況（西から）
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1．D12区井戸検出状況（北から）

2．D12区井戸南北土層断面（西から）
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1．D12区井戸完娠状況（西から）

2．D12区建物全景（北から）
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1．D12区下層遺構完掘全景（北から）

2．D19区（一次）遺構検出状況（東から）
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